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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 

学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

出題範囲 小学校第 1・2 学年 小学校第 3・4 学年 

 

Ａ 話す・聞くこと 

ｴ 

大事なことを落とさない 

ｴ 

中心に気を付けて聞き、質問・感想 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ B【話聞】1-2 ・ B【話聞】1-2 

 

Ｂ 書くこと 
ｲ 

構成:事柄の順序 
ｲ 

構成:段落の役割 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｴ 
推敲：間違いに気付き正す 

ｵ 
推敲：間違いを正し、よりよい表現に 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｵ 
交流:よいところ見付け感想 

ｶ 
交流:考えの明確さについて意見 

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

Ｃ 読むこと 

 

 

 

 

  

  

ｲ 

時間・事柄の順序 

ｲ 

内容の中心となる語・文 

・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

  

内容の大体 段落相互の関係 

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3 

 事実と意見の関係、 

 ・B【読】(説)3-2 

ｳ 

人物の行動、想像を広げ 

ｳ 

場面の移り変わり 

・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

・ B【読】(文)4-2 登場人物の性格を想像 

・B【読】(文)4-2  

登場人物の気持ちの変化を想像 

・A【読】(文)4-3 

 

 

 

 

 

 

ｴ 

大事な言葉・文を書抜 

ｴ 

要点・細かい点・引用・要約：人物や情景の描写 

・A【読】(説)3-3 
・ A【読】(文)4-3 

・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-4 

ｵ 

経験と結び付いた思いや考え 

ｵ 

自分の考えをもつ 

・S【読】(説)3-4 ・ S【読】(説)3-5 

・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-5 
  

 

伝統的な言語文化と 
国語の特質に関する事項 

ｲ 

(ｳ)意味によるまとまり 

ｲ 

(ｵ)性質・役割による類別 

・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｶ)主語・述語の関係の理解 (ｷ)修飾語・被修飾語の関係 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｵ)文の意味に沿う句読点 (ｶ)辞書の利用 

・C【言】2-3 ・ C【言】2-3 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

小学校第 5・6 学年 中学校第 1 学年 中学校第 2 学年 

 

ｴ 

話し手の意図を捉え、自分の意見と比較  

ｴ 

質問、共通点・相違点の整理 

ｴ 

論理構成・自分と比較 

・B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 ・ B【話聞】1-1 

・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 ・ A【話聞】1-2 

 

ｲ 
構成:考えを明確にする文章全体の構成 

ｲ 
構成:段落の役割 

ｲ 
構成:立場、事実や事柄明確に 

・B【書】5-1 ・ B【書】5-1 ・ B【書】5-1 

ｵ 
推敲：表現の効果 

ｴ 
推敲：表記や語句の用法、叙述 

ｴ 
推敲：語句、文、段落相互の関係 

・A【書】5-2 ・ A【書】5-2 ・ A【書】5-2 

ｶ 
交流:表現の仕方に着目して助言 

ｵ 
交流:題材.材料.根拠の意見 

ｵ 
交流:意見、助言、考えを広げる  

・S【書】5-3 ・ S【書】5-3 ・ S【書】5-3 

 

 

 

ｱ 

文脈上の語句の意味 

ｱ 

抽象的な概念・心情を表す語句 

 ・C【読】(説)3-1 ・ C【読】(説)3-1 

   

ｳ 

内容を的確に押さえ要旨を捉える 

ｲ 

中心・付加的な部分の読み分け要約 

ｲ 

文章全体と部分の関係 

・C【読】(説)3-1 ・ B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-2 

・ B【読】(説)3-3   

事実と意見、感想の関係 要旨を捉える  

・B【読】(説)3-2 ・ B【読】(説)3-3  

考えを明確にする   

・ S【読】(説)3-5   

ｴ 

 

ｳ 

場面の展開、人物の描写 人物の言動の意味 

 ・C【読】(文)4-1 ・ C【読】(文)4-1 

 ・ B【読】(文)4-2 ・ B【読】(文)4-2 

   

人物の相互関係、心情を捉える  例示や描写の効果 

・C【読】(文)4-1  ・ B【読】(説)3-3 

・ B【読】(文)4-2 

・ B【読】(文)4-3   

優れた叙述について考えをまとめる 

ｴ 

文章構成・展開、表現の特徴 

ｳ 

構成や展開、表現の仕方について根拠を明確に  

・S【読】(文)4-5 ・ S【読】(説)3-5 ・ S【読】(説)3-5 

 ・ S【読】(文)4-4 ・ S【読】(文)4-4 

   

   

   

ｵ 

考えを広げ、深める 

ｵ 

ものの見方・考え方を広げる 

ｴ 

見方・考え方の知識・体験関連付け  

・A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 ・ A【読】(説)3-4 

・ A【読】(文)4-4 ・ A【読】(文)4-3 ・ A【読】(文)4-3 

 
 

  

 

ｲ 

 

ｲ 

(ｱ)音声の響き・仕組み 

ｲ 

(ｲ)同音異義語、多義的意味 

 ・C【言】2-1 ・ C【言】2-1 

(ｷ)文や文章の構成 (ｴ)単語の類別 (ｴ)単語の活用 

・C【言】2-2 ・ C【言】2-2 ・ C【言】2-2 

(ｸ)敬語の使い方   

・ C【言】2-3   

ｳ 
(ｲ)漢字の由来、特質     

・ C【言】2-1   

 

  ※S～C：設問レベル、【話聞】話す・聞く能力 【書】書く能力、【読】読む能力 

【言】言語についての知識・理解・技能、番号：設問番号、(説)説明的文章、(文)文学的文章 
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.22 

 

第 4 学年 3.17 

第 5 学年 3.08 

第 6 学年 3.10 

中学校 

第 1 学年 2.93 

第 2 学年 2.96 

第 3 学年 2.84 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 47.6 59.4 54.4 65.3 61.4 69.1 64.1

R1 3.4 14.4 17.0 20.4 21.8 18.4 17.5

R2 15.8 34.4 34.4 43.2 44.0 47.1 45.9

R3 41.8 57.2 53.3 65.2 64.1 72.7 71.8

R4 68.0 76.6 71.3 82.5 80.6 90.2 88.3

R5 85.7 89.7 86.2 95.7 88.4 100.0 92.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

6.4%

3.5%

4.4%

6.1%

6.5%

5.5%

5.9%

28.9%

24.4%

23.8%

17.1%

18.5%

12.4%

8.8%

46.5%

48.1%

49.5%

41.4%

41.5%

47.6%

51.7%

11.0%

20.3%

19.0%

31.8%

27.0%

29.0%

25.1%

7.2%

3.7%

3.3%

3.6%

6.4%

5.5%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合はおよそ 65％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 15 ポイン

ト低い状況である。R3 以上の割合は、平成 27 年で 54％、28 年度で 63％と目標に近

付いてきている。 

 ○学年別にみると、小学校第 3 学年から中学校第 3 学年まで学年進行に伴い R1・2 の全

体に占める割合が増加している。つまずき、学び残しを解消する機会がないままに学

年が進み、中学校第 3 学年では 35％の生徒が何らかのつまずき、学び残しを抱えて

いる状態となっている。一方、R4・5 も学年進行にしたがい、割合が減少している。

特に R4 は小学校第 6 学年と比べて中学校第 1 学年で 13％減少し、中学校第 3 学年で

また 9％減少する。R3 の増減はあまりみられない。 

 ◎（概括 1）学年進行に伴うつまずき、学び残しを累積させないためには、全ての児

童・生徒に各々の学力・学習状況に応じた指導が必要であることを前提としながらも、

R1・2 への重点的な基本的な技能に関する個別指導・支援が必要である。また、学習

指導要領に示される指導目標・内容の【系統性】を構造的かつ明確に理解し、単位時

間における課題解決学習の定着を図る。その際、学力段階と意識・実態調査の結果を

関連付け、児童・生徒一人ひとりを取り巻く環境や意識も十分に把握したうえで、学

力向上のための手だてを考える必要がある。また、言語活動の【連続性】を十分に確

保した指導により、各学年での積み上げを確実に行う必要がある。 

 ◎（概括 2）R1・2 の増加と R4・5 の減少傾向にある学習状況は、児童・生徒同士の学

び合いを生かし交流を活性化させることで改善を図る。また、【協働】を通じて教育

内容と教育環境の充実に努め、児童・生徒の主体的な学びを確保していく必要もある。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ◎（概括 1）R5 の中学校第 1 学年を除き、学年進行にしたがい、R1 から 5 まで、どの段

階も平均正答率が上昇している。特に R2 と 3 がどちらも 30 ポイント以上高くなって

いる。R1 から R3 までの児童・生徒も学年が上がるにしたがって着実に伸びている。

また、中学校第 1 学年で正答率が 88％となっている R5 の正答率も、中学校第 2 学年

では 100％である。一方、中学校第 1 学年では R1 と R5 の差が 67 ポイントだが、中学

校第 3 学年では 75 ポイントと、正答率の差が大きくなっている。これは、R1 が中学

校第 1 学年以降伸びていないことに起因する。つまずきや学び残しは学年進行に伴い

累積していく。当該学年の基礎的・基本的な指導事項を確実に身に付けさせる指導の

改善が急務である。主体的・対話的に活動する授業を構築する中で、つまずきや学び

残しを解消し、新たに累積させない指導が必要である。 

◎（概括 2）授業の中では、児童・生徒の問いを大切にした課題設定を行うことで主体

的な学びを促し、ペアやグループ学習など協働的な学習を取り入れ、一人ひとりの学

習活動を保証する必要がある。また、対話によって深い学びを追究することは、R2

や 3 をはじめ、全ての児童・生徒が活躍する手だてとなる。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

  

イ 観点別 

①話す・聞く能力 

 

②書く能力 

 

③読む能力 

 

④言語についての知識・理解・技能 

 

 

ウ 領域別 

①説明的な文章 

 

②文学的な文章 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、R1・2 ともに、正答率が学年進行に伴って緩やかに上昇する傾

向にある。特に小学校第 3 学年から第 4 学年へかけての伸びが大きく、R1・2 への手

だての効果が表れてきたと考えられる。正答率を他学年と比べると小学校第 3 学年と

小学校第 5 学年が低い。第 3 学年は主に R1・2 の児童の正答率が、第 5 学年は主に R3

以上の正答率が反映している。R3 以上の正答率が低い理由として設問の難易度の影

響も考えられるが、知識・技能の確実な定着に課題があると思われる。 

 ○「活用」については、中学校第 1 学年の正答率が特に低い。これは「書く能力」観点

の「推敲」の通過率が 0.5％と極端に低かったことが反映している。その原因を細か

に分析し、これからの設問の仕方や指導方法に生かしていく必要がある。 

 

〔観点別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○「書く能力」に関する課題は依然大きく、7 学年中 5 学年で正答率が最も低い。全体

の正答率は、学年進行にしたがって上昇していっている。R1 と 2 の差に関しては、

小学校第 3 学年で 5 ポイントであったものが、徐々に開いていき、中学校第 3 学年で

38 ポイントになる。小学校第 3 学年と中学校第 3 学年の正答率の差を比べると、R1

の差は 14.1 ポイントに対して、R2 の差は 50.5 ポイントと大きく伸びている。 

 ○「話す・聞く能力」については、他観点能力と比較して正答率が高い。背景に R1 の

正答率が 37％と高いことが挙げられる。 

 ○「読む能力」では、R1 と 5 の差が、全学年を通し、他観点と比べて大きい。  

 ○「言語についての知識・理解・技能」については、当該観点に含まれる設問レベルは

全て基礎 C であり、全ての児童・生徒に確実に習得させる必要のある＝通過率 100％

を目標とする。この基準に照らすと、最も大きな課題を残している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕 

 ○設問レベル・難易度が完全に同一ではないため慎重に考察する必要があるものの、例

年「文学的な文章」の平均正答率と比較し、「説明的な文章」のそれが低い傾向にあ

った。今年度は、「文学的文章」と「説明的文章」の平均正答率の差は 4 ポイントで

あり、「説明的文章」の正答率の方が高い学年が 3 学年と、その差はほとんどない。

「説明的文章」の指導において、指導内容の【系統性】を構造的に理解したつながり

のある指導が行われ、その効果が表れてきていると考えられる。 

  

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に基づく

考察ではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって実態とすることは避けるべ

きである。学力・学習状況には、経済や社会関係、文化といった資本も影響している。 

◎（概括 2）以下の 3 点は、改善方策を重点的に考える必要がある。①「書く能力」が

他観点と比較して低い傾向②「読む能力」での R1 と 2 の段階差が大きい傾向③中学

校での「書く能力」の R1 と 2 の段階差が、学年が進むにつれて大きくなる傾向。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア 聞く・話すこと(聞くことの系統) 

  ①「聞くこと」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 1-2 ｴ 話し手が知らせたいことを聞き取る。 

第 4 学年 
基礎 B 1-2 ｴ 話の内容を聞いて質問する。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 1-2 ｴ 

話し手の意図を自分の意見と比べるなどして考えを

まとめる。 中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見を踏まえて考えを書く。 

第 3 学年 活用 A 1-2 ｴ 話し手の意見に触れ理由を明確にして考えを書く。 

   

 

イ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(言葉の特徴や決まり) 

②「語句・言葉」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｶ 文中から主語と述語を押さえる。 

第 4 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 文中の語句を修飾している語を捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 2-2 ｷ 

重文を単文に分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 複文を単文に分ける。 

第 2 学年 基礎 C 2-2 ｴ 自立語と付属語に分類する。 

第 3 学年 基礎 C 2-2 ｴ 活用する自立語・付属語を押さえ単語を分類する。 
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〔「聞くこと」に関する設問の考察〕 

    小学校第 4 学年の趣旨と 5 学年の趣旨は「話の内容を聞いて質問する」で同じであ

るが、通過率は 74.3％・30.3％と学年間の差が大きい。その理由として、第 4 学年は

「くわしく知りたいことを質問しましょう」との言葉が設問文にあることによって、

質問することが求められていることが理解できるのに対し、第 5 学年は「分からなか

った点や確かめたい点を一つ書きましょう」と書かれているために、何が求められて

いるのかがよく理解できなかったことが考えられる。設問文の曖昧さはあってはなら

ないが、文意がつかめなくて答えられないことは日常の学習でよくみられる。そのた

めに、言葉の意味を正確に理解するだけではなく、何を問われているのか文の意図を

読み取る理解力も必要となる。また、国語科における「用語」の指導も丁寧に行い、

一貫した連続的な指導が必要である。「用語」を理解するだけではなく、「用語」を

使って文を書いたり話したりする機会を増やすことも効果的である。 

   小学校第 6 学年・中学校第 1 学年は、「話し手の意見と比べて自分の考えを書く」

中学校第 2 学年では「相手の意見を踏まえて書く」「中学校第 3 学年は相手の意見に

触れるだけではなく、考えに理由を添えて自分の考えを書く」という系統性を踏まえ

た設問である。それぞれの通過率が、75.2％、90.7％、95.6％、89.0％と学年が上が

るにつれて徐々に高くなっている。また各段階層の差も大きくなっている。R1・2 も

他観点の設問に比べて通過率が高い。「話を聞いて自分の考えを書く」学習が定着し

てきており、日常の指導の成果が表れていると考えられる。 

   

〔「語句・言葉」に関する設問の考察〕 

   中学校第 2・3 学年は単語の類別を問う設問で、それ以外の学年は文中の主語と述語、

修飾語と被修飾語の関係を問う設問、あるいは主語と述語が分かれば解答できる設問

であり、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C のレベルである。 

通過率は、文中から主語と述語を押さえる小学校第 3 学年が 49.1％、修飾と被修飾

の関係を捉える小学校第 4・5 学年が 52.3％、44.1％であることは大きな課題である。

文中の主語と述語との関係、修飾と被修飾の関係を捉えられなければ文や文章を正し

く理解できない。文章を読む時は細かい点にとらわれず、「だれが、どうした」「何

がどうなった」のか、内容の大体をつかむ読み方の指導を不断に行う必要がある。 

中学校第 3 学年は文中の「形容動詞、助動詞、動詞」の品詞を問うており、通過率

は 26.7％である。特に形容動詞や助動詞など日常の学習にあまり使われないことと相

まって学習の定着が図られていないことが分かる。 

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平成 28 年 12 月 21 日）において

も「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質がある」と指摘されるように、

語彙力は言語能力を支える重要な要素である。思考力を高め、表現力を豊かにするた

めにも語彙指導の改善・充実を図ることが重要である。 
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ウ 書くこと(推敲、交流の系統) 

  ①「推敲」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 間違いなどに気付き正す。 

第 4 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

文章の間違いを正しく直す。 

文章をよりよい表現に書き直す。 第 5 学年 

第 6 学年 
活用 A 5-2 ｵ 

表現の曖昧さを確かめて書き直す。 

中
学
校 

第 1 学年 よりよい言葉や文に書き直す。 

第 2 学年 活用 A 5-2 ｴ 叙述の仕方について適切に書き直す。 

第 3 学年 活用 A 5-2 ｴ 段落相互の関係を考えて適切に書き直す。 

 

 

 

②「交流」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 S 5-3 ｵ 分かりやすい書き方とそう思った理由を書く。 

第 4 学年 
活用 S 5-3 ｶ 考えを明確に伝えるための書き方に気付く。 

第 5 学年 

第 6 学年 
活用 S 5-3 ｶ 

助言された内容を参考にして書き直す。 

中
学
校 

第 1 学年 助言された内容を参考にして書き換える。 

第 2 学年 活用 S 5-3 ｵ 助言する内容と助言する根拠を書く。 

第 3 学年 活用 S 5-3 ｵ 助言する内容と助言する理由を書く。 
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〔「推敲」に関する設問の考察〕 

   間違いを正したり、よりよい文に書き直したりすることを趣旨とする推敲の設問で

活用 A レベルである。小学校第 5 学年の通過率が 5.5％と極端に低い。「ぼくが考え

たのは、～と考えました。」の「考えた」の重複を解消して一つに正す設問である。

低い理由として設問の意図が理解できなかったことが考えられる。小学校第 4・6 学

年は「正しく書き直す」「正しい文になるように」というように指示されているが、

小学校第 5 学年は「よりよい文に直したいと思います。正しく書き直しましょう」と

書かれているために、「よりよい文」と「正しい文」の意味は同じであるつもりが児

童にとっては二つの違う意味に解釈したと考えられる。設問文も改善する必要がある。  

  中学校第 1 学年の正答は文中の「行き届かない」の否定を「行き届いた」と肯定に

書き直すだけであるが、全体の通過率は 0.5％である。理由として「３～５段落の中

で書き方の間違いがある」と記したために、その範囲しか読まずに解答しようとした

ことが挙げられる。指定された範囲を読めば解答できる問題ではなく、全文を読み、

書かれている内容をよく理解したうえで考えなければ間違いに気付かない。 

  推敲は、文を書いた後に仮名や漢字など表記上の間違いを正すことだけを意味しな

い。系統性を構造的に理解したうえで、小学校中学年はよい表現に書き直し、高学年

は表現の効果はどうかといった視点、中学校は読みやすく分かりやすい文章になって

いるかどうか、文章の全体を読んでよりよい文章になるような視点で考えさせたい。  

 

〔「交流」に関する設問の考察〕 

   小学校低学年は書いたものの感想を伝え、中学年は書き手の考えの明確さに対して

意見を述べ、高学年からは読み手が書き手によりよい文章にするために助言すること

を指導の中心とした内容であり、活用 S の設問である。 

小学校第 4 学年は通過率が 24.2％である。文章の書き方のよい点や工夫した点を

見付けるだけでなくその理由も書き、両方の条件を満たして正解となる。また、中学

校第 2 学年は助言する内容を書くだけではなく、助言する根拠も書かなければならな

い設問であり、通過率が 31.4％である。このことから、考えや意見をもつときには

それの支えとなる「根拠」と「理由」を明確にしたうえで、より説得力が増すように

させる必要がある。「どうして？」「なぜ？」「どこからそう考えたの？」と常に問

い返して考えさせたり、既習事項や既有知識・個人的な経験を思い返して考えさせた

りする指導が不可欠である。 

小学校高学年からは読み手が書き手によりよい文章にするために助言をするとい

う内容である。小学校第 6 学年の通過率は 14.6％であるが、中学校第 1・3 学年の通

過率は 53.3％・60.1％と上昇しているため、小学校では書かれている内容の理解に

学習の重点を置きすぎ、高学年の指導事項である「表現の仕方に着目して助言し合う

こと」の学習経験が十分ではないのではないかと考えられる。指導内容の系統性を構

造的に理解したうえで、適切な指導を連続的に展開することが求められている。 
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エ 読むこと「説明的な文章」(文章の解釈の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 文章の内容の大体を読む。 

第 4 学年 
基礎 B 

3-2 
ｲ 

事実の文と考えの文を区別する。 

第 5 学年 3-2 事実の文と考えの文の記述の仕方の違いに気付く。 

第 6 学年 
基礎 B 3-2 ｳ 

事実の文と考えの文とを読み分ける。 

中
学
校 

第 1 学年 事実から何が分かるかを考える。 

第 2 学年 基礎 B 3-2 ｲ 中心的な内容を捉えて要約する。 

第 3 学年 基礎 B 3-2 ｲ 段落が文章全体の中で果たす役割を捉える。 

   

 

 

②「考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 A 3-3 ｴ 大事な文や言葉を書き抜く。 

第 4 学年 
基礎 A 

3-4 
ｴ 

中心となる語に注意して要点をまとめる。 

文中の言葉を使って文章を要約する。 第 5 学年 3-4 

第 6 学年 
基礎 A 3-4 ｵ 筆者の考えについて自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 A 3-4 ｵ 筆者のものの見方について考えをもつ。 

第 3 学年 基礎 A 3-4 ｴ 筆者のものの見方や感じ方について考えをもつ。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

小学校では書かれている内容の大体を捉えたり、事実の文と考えの文との違いを

区別したりすること、中学校では中心的な内容を捉えて要約したり、段落が果たす役

割を捉えたりすることを趣旨とした設問で、全ての児童・生徒に確実な習得を目指す

基礎 B のレベルである。小学校から学年が上がるにつれて徐々に通過率が上がり、

R1・2 も同じように上がっている。このことは各学年において指導事項を踏まえた指

導が系統的に、かつ連続的に行われていることの証である。小学校から中学校までの

9 年間を見通した指導の成果が表れ、今後更なる効果が期待される。                          

小学校第 3 学年は内容の大体を理解しているかどうかが問われる設問であり、通過

率が 38.4％と基礎 B としては課題が大きい。紹介されている三つの似たような遊び

で使う道具のうち二つは何かを聞かれている。「木などにひもをまきつけて」の中の

「ひも」を選択できない児童が 35％いることから、「木」の言葉に目を奪われたと

思われる。大事な言葉の抽出は低学年の指導事項である「大事な言葉を書き抜く」こ

とにもつながり、重要語句に着目することができるかどうかが読みの力に大きく関わ

ることから、丸で囲む、線を引く、書き抜く等、視覚化する活動を通して確実な力と

なるような指導が大切である。また、事実の文・意見の文についても色別にサイドラ

インを引いて区別をして読み分ける指導も効果的である。 

 

〔「考えの形成」に関する設問の考察〕 

全児童・生徒に、より一層の育成を目指す「思考力・判断力・表現力等」を出題

趣旨とする活用 A の設問である。通過率は小学校 3・5 学年を除いて、おおむね 60％

以上である。大事な言葉や文を書き抜く力が中学年の要点をまとめ、要約する力につ

ながり、その力が高学年の要旨を捉える力につながっていく。中学校では要旨を捉え

るだけでなく、筆者のものの見方や感じ方について自分がどう考えるのかまで高めて

いく。 

自分の考えを形成する基礎となる「大事な言葉や文を書き抜く」小学校第 3 学年の

通過率は 12.7％と全学年を通して最も低い。その理由の一つとして「1 文を文章の中

から書き抜きましょう」の「1 文」の意味が理解できなかったことが挙げられる。文

の指導は 1 学年の早々に『ぶんをつくろう』で「ぶんのおわりには、『まる』をつけ

ます」と書かれていて既習事項である。文意識は読む指導の中においては最重要事項

であるにもかかわらず、「文」の指導が十分になされていないのではないかと思われ

る。段落を構成する単位が「文」であり、その段落が何文からなるのかの指導は欠か

せない。幾つかの文の中から中心文を見いだし、中心文の中から要点を見付け、要点

を基に要約するといった一連の学習過程はどれも欠かせない指導事項である。 

書き抜く学習は、叙述に基づいて考えたり想像したりする言語活動の初歩となる。

「どの言葉を基にして考えたのか」「どの文に着目すると想像できるか」等思考力を

高める根拠となるものが言葉であり文である。確実な力を身に付けさせたい。 
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オ 読むこと「文学的な文章」(文章の解釈／自分の考えの形成の系統) 

①「文章の解釈」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｳ 場面の様子を想像する。 

第 4 学年 
基礎 C 4-1 ｳ 場面の移り変わりを捉える。 

第 5 学年 

第 6 学年 
基礎 C 4-1 ｴ 登場人物の相互関係を捉える。 

中
学
校 

第 1 学年 

第 2 学年 基礎 C 4-1 ｳ 登場人物の行動・会話から内容を理解する。 

第 3 学年 基礎 C 4-1 ｲ 描写の効果を考え内容を理解する。 

   

 

 

②「自分の考えの形成」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章の中から大事な言葉や文を書き抜く。 

第 4 学年 
活用 A 4-4 ｳ 

人物の行動の意味を考える。 

第 5 学年 人物の描写や気持ちを想像する。 

第 6 学年 
活用 A 4-4 ｴ 

登場人物の心情に付いて自分の考えをもつ。 

中
学
校 

第 1 学年 登場人物の心情に付いて自分の考えをまとめる。 

第 2 学年 活用 A 4-3 ｴ 文章と関連付けて自分の見方・考え方を広げる。 

第 3 学年 活用 A 4-3 ｳ 知識や体験を基にして自分の考えをもつ。 
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〔「文章の解釈」に関する設問の考察〕 

   小学校では場面を中心に様子や移り変わりをつかみ、中学校では人物の相互関係や

描写の様子から深い心情を理解することを趣旨とした設問を抽出しており、レベルは

全ての児童・生徒に確実な習得を目指す基礎 C である。小学校第 5 学年の通過率は

32.1％で基礎 C としては極めて低い。その理由として設問文が「時間の流れに注目す

ると大きく二つの場面に分けられる。後の場面はどこからか」と書かれているために、

「時間の流れ」という意味が理解できなかったのではないかと考えられる。同趣旨の

小学校第 4 学年は「大きく気持ちが変わったところはどこからか」と書かれており、

通過率は 64.7％と第 5 学年と比べ 40 ポイント高いことから、設問の意図がつかみや

すかったといえる。設問文の適否は考慮する必要はあるものの、物語の描き方によっ

て、場面の転換の軸は、時間の場合もあれば、気持ちの変化や出来事の場合もある。

場面は何によって変わるのかという視点で物語を読む読み方にも言及する必要がある。 

中学校第 2 学年の通過率は 91.7％で、しかも R2 以上の段階は 85％を超えている一

方、R1 と 2 との差が 50 ポイントある。「歯切れが悪い」という慣用句の意味が分か

らなければ人物の気持ちを考えることができない。語彙力が学力の差を生むと「答申」

で指摘されているように、全学年にわたって全教科で語彙力を豊かにする取組が求め

られる。 

 

〔「自分の考えの形成」に関する設問の考察〕 

   小学校第 3 学年の「文章の中から大事な言葉や文を書き抜く」を趣旨とした設問は

毎年同じ課題が見られることを踏まえて出題した。全体の通過率は、平成 27 年度が

39.9％、28 年度が 23.9％、今年度が 22.2％となり、年々下がってきている。設問の

難易度や個体差にもよるために単純な比較はできないものの、出題趣旨とした力が身

に付いていない現状は明らかである。 

小学校第 1・2 学年の指導事項である「文章の中から大事な言葉や文を書き抜く」

力は、言語を媒体とした国語の言語活動としては土台となるものである。例えば、

「どの言葉から想像できるか」「この言葉からどんなことが想像できるか」と問うこ

とで重要語句に着目して考える学習の仕方が身に付く。また、文中にも書かれている

が「『ずっと』と『じっと』はどのように違うか」を比較したり、「『おそろしくて

おそろしくて』と 2 回同じ言葉が使われているのはなぜか」と考えたりすることによ

って言葉の感覚が磨かれる。どの言葉に着目すれば深い思考が生まれるのかを、教師

が真剣に教材と向き合って問い掛けるしかないのである。教師が教材をよく読み込み、

発問を工夫することによってでしか深い学びは成立しない。 

「大事な言葉や文を書き抜く」力は、中学年の「叙述を基に想像して読む」力、

さらに高学年の「優れた叙述について自分の考えをまとめる」力、中学校の「描写に

注意して読む」力へとつながっていく。国語科の指導内容は螺旋的・反復的に繰り返

しながら学習するものであるため、どの学年でも丁寧に取り組む必要がある。 
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6
2
.5

5
5
.0

4
.8

2
0
.0

4
9
.9

7
7
.0

9
1
.7

6
3
7
.5

3
5
.3

1
.2

8
.8

2
8
.4

5
3
.1

7
5
.7

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
3
.9

1
5
.4

4
9
.3

7
3
.0

9
0
.4

9
6
.2

3
1
8
.8

3
4
6
.7

1
.9

6
.9

3
9
.1

7
2
.2

8
9
.1

8
5
0
.0

4
4
4
.2

1
.5

1
2
.2

3
8
.4

6
4
.3

8
2
.7

3
1
8
.8

5
4
0
.0

2
.1

1
2
.0

3
2
.7

5
8
.8

8
3
.2

5
3
1
.3

A
5
3
.5

7
.4

2
6
.9

4
8
.8

7
1
.5

8
8
.4

4
2
5
.0

B
4
3
.7

2
.1

1
5
.1

3
7
.7

6
3
.1

8
0
.4

4
2
5
.0

C
4
4
.8

0
.9

9
.4

3
9
.2

6
5
.5

8
5
.0

3
1
8
.8

D
4
6
.7

1
.9

6
.9

3
9
.1

7
2
.2

8
9
.1

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.9

%
8
.8

%
5
1
.7

%
2
5
.1

%
8
.5

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
1

6
8
.8

2
1
2
.5

3
1
8
.8

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

表
現

文
学

的
文

章

説
明

的
文

章

音
声

言
語

・
言

語
事

項

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

読
む

能
力

書
く

能
力

話
す

・
聞

く
能

力

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.9

%

8
.8

%

5
1
.7

%

2
5
.1

%

8
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
主
語
・
述
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
49
.1
％
】
 

つ
ぎ
の
文
か
ら
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
と
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど
う

す
る
」
に
あ
た
る
こ
と
ば
）
を
え
ら
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

 
(ア

)わ
た
し
の
 (
イ
)弟

は
 (
ウ
)昼

休
み
に
 (
エ
)友

だ
ち
と
 (
オ
)こ

う
て
い
で
 (
カ
)あ

そ
ぶ
。
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

49
.1
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
92
.8
％
、
R4
＝
74
.3
％
、
R3
＝

41
.5
％
、
R2
＝
11
.5
％
、
R1
＝
1.
0％

で
あ
り
、
R1
・
2
と

3
と
の
段
階
差
が
大
き
い
。
正
答
は
主

語
が
(イ

)の
「
弟
は
」、

述
語
が
(カ

)の
「
あ
そ
ぶ
」
で
あ
り
、
完
答
と
な
る
。
両
方
の
ど
ち
ら
も

間
違
え
て
い
る
場
合
が

29
.8
％
、
16
.6
％
が
主
語
か
述
語
の
ど
ち
ら
か
に
誤
答
が
み
ら
れ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
 
通
過
率
が

50
％
以
下
で
あ
り
、
16
.6
％
が
主
語
と
述
語
の
ど
ち
ら
か
を
誤
答
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
結
果
か
ら
、
主
述
の
関
係
を
理
解
し
き
れ
て
い
な
い
児
童
が
多
い
と
い
え
る
。
 

こ
の
原
因
と
し
て
、
文
の
始
ま
り
に
出
て
く
る
言
葉
を
主
語
と
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
人

称
を
表
す
言
葉
が
「
わ
た
し
」「

弟
」
と
複
数
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
語
が
つ
か
み
に
く
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
主
語
と
述
語
を
探
す
際
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
述
語
（「

ど
う
し
た
」「

ど
う
す
る
」）

の

「
あ
そ
ぶ
」
を
押
さ
え
、「

あ
そ
ん
だ
」
の
は
誰
か
と
考
え
れ
ば
、
主
語
（「

何
が
」「

何
は
」）

は

「
弟
は
」
と
見
つ
か
る
。
見
つ
か
っ
た
主
語
「
弟
は
」
と
述
語
「
あ
そ
ぶ
」
の
言
葉
を
つ
な
げ
る
だ

け
で
も
正
し
い
意
味
の
文
が
完
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
述
の
関
係
を
理
解
し
た
り
活
用
し
た
り
す

る
学
習
が
不
足
し
て
い
た
と
考
え
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
読
む
」
活
動
に
お
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
文
の
中
の
主
語
と
述
語
を
確
か
め
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
際
、
主
語
と
述
語
を
色
分
け
に
す
る
と
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
文
の
意
味
を
正
確

に
理
解
し
て
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
手
だ
て
と
な
る
。
 

（
2）

主
語
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
 

①
主
語
が
二
人
以
上
の
場
合
 

②
主
語
に
修
飾
語
が
付
い
て
い
る
場
合
 

③
主
語
と
述
語
が
離
れ
て
い
る
場
合
 

④
主
語
を
省
略
し
た
り
、
人
物
や
生
物
で
は
な
く
物
で
あ
っ
て
も
主
語
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
 

⑤
主
語
の
後
に
付
く
助
詞
が
、「

こ
そ
」「

も
」「

か
」
な
ど
の
場
合
 

（
3）
「
書
く
」
領
域
で
は
、
短
く
簡
潔
な
文
の
中
で
主
語
と
述
語
の
両
方
を
表
現
し
、
照
応
関
係
を
明

確
に
し
た
文
を
意
識
し
て
書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

【
時
間
・
事
柄
の
順
序
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
44
.0
％
】
 

 「
ハ
ン
タ
ー
」
は
、
ど
ん
な
遊
び
で
す
か
。
文
章
中
で
説
明
さ
れ
て
い
る
 順

番
が
正
し
い
も
の

を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 

ア
 ハ

ン
タ
ー
が
、
棒
を
拾
っ
て
置
き
直
す
。
 
 
 イ

 ハ
ン
タ
ー
が
、
木
の
棒
を
木
の
板
に
乗
せ
る
。
 

ウ
 隠

れ
る
人
が
、
板
を
踏
ん
で
棒
を
ば
ら
ま
く
。
 エ

 ハ
ン
タ
ー
が
、
見
つ
け
た
人
の
名
前
を
呼
ぶ
。
 

①
 
イ
→
ウ
→
エ
→
ア
 
 
②
 
イ
→
ウ
→
ア
→
エ
 
 
③
 
イ
→
ア
→
ウ
→
エ
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

44
.0
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と

R5
＝
88
.8
％
、
R4
＝
69
.9
％
、
R3
＝

34
.6
％
、
R2
＝
10
.1
％
、
R1
＝
1.
0％

で
あ
る
。
 

正
答
は
、
②
で
あ
る
。
最
多
の
誤
答
は
「
そ
の
他
」
の

33
.8
％
で
あ
る
。「

そ
の
他
」
は
答
え
方

を
誤
っ
た
も
の
で
、
記
号
「
①
・
②
・
③
」
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
記
号
「
ア
・
イ
・

ウ
・
エ
」
の
中
か
ら
一
つ

選
び
、
記

入
し
た
も

の
が
含
ま

れ
て
い
る

。
次
い
で
①
を
選
ん

だ

12
.0
％
、
③
を
選
ん
だ

6.
3％

、
そ
し
て
無
答
が

2.
9％

で
あ
る
。

 
 

■
 
考
察
 

こ
の
設
問
で
設
定
さ
れ
て
い
る
接
続
語
は
「
ま
ず
」
と
「
そ
れ
か
ら
」
で
あ
る
。「

ま
ず
」
に
対

応
す
る
記
号
が
イ
、「

そ
れ
か
ら
」
に
対
応
す
る
記
号
が
「
ウ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
選
択
肢
を

①
と
②
と
に
絞
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。
①
・
②
・
③
と
記
入
し
た

62
.3
％
の
内
、
①
と
②
を
解

答
し
た

52
.0
％
は
、
こ
の
順
序
を
表
す
接
続
語
を
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

順
序
の

3
番
目
と
４
番
目
を
考
え
る
際
に
は
、
文
章
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
文
は
修
飾
語
が
多
く
主
語
と
述
語
が
離
れ
て
い
る
た
め
に
や
や
難
し
い
。
内
容
を
正
確
に
理
解
し

た
う
え
で
、
端
的
に
書
か
れ
て
い
る
設
問
の
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
答
に
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
解
答
の
記
入
方
法
の
誤
答
で
あ
る
「
そ
の
他
」
が
他
の
設
問
に
比
べ
て

多
い
。
理
由
と
し
て
、
問
題
文
を
「
ハ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な
遊
び
で
す
か
…
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び

…
」
な
ど
部
分
的
に
読
み
飛
ば
し
て
答
え
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
設
問
の
意

図
や
設
問
文
の
意
味
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
語
の
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
。
手
順
説
明
を
書
い
た
教
材
文
「
し
か
け
カ
ー
ド
の
作
り

方
」（

2
年
下
）
の
学
習
の
際
に
、
順
序
を
示
す
接
続
語
に
印
を
付
け
る
。
続
く
「
お
も
ち
ゃ
の

作
り
方
」
で
手
順
説
明
の
文
章
を
書
か
せ
る
際
に
、
必
ず
順
序
を
示
す
接
続
語
を
使
わ
せ
る
。
 

（
2）

文
章
の
細
部
を
読
み
飛
ば
さ
ず
に
丁
寧
に
読
む
力
を
付
け
る
に
は
音
読
が
有
効
で
あ
る
。
ペ
ア

で
音
読
を
聞
き
合
い
、
一
字
一
句
で
も
読
み
間
違
え
た
ら
読
み
手
を
交
代
す
る
ゲ
ー
ム
を
行
う

な
ど
、
日
常
的
に
音
読
を
行
い
、
視
覚
で
文
字
を
辿
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

し
手

の
話

の
中

心
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
5
.2

2
9
.5

4
8
.2

7
5
.0

9
1
.5

9
8
.4

0
.6

9
.8

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.3

1
5
.3

4
6
.9

7
4
.3

9
3
.1

9
6
.7

8
.1

3
6
.6

1
6
.9

7
.4

1
.3

1
.1

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.7

5
3
.6

8
3
.1

9
2
.2

9
6
.7

1
0
0
.0

0
.5

7
.7

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
飾

語
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
5
2
.3

1
0
.9

2
3
.2

4
5
.4

7
5
.9

9
4
.5

0
.7

1
0
.4

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
1
.2

2
5
.7

5
4
.0

7
0
.3

8
4
.3

9
4
.5

0
.7

1
0
.4

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
中

か
ら

問
題

（
問

い
）

を
表

し
て

い
る

文
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
4
.4

1
1
.5

3
3
.0

6
0
.7

8
7
.1

9
9
.5

0
.9

1
1
.5

1
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

考
え

の
文

を
区

別
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
1
.2

8
.7

1
6
.9

3
2
.7

6
4
.8

7
6
.9

1
.3

1
4
.2

1
.5

0
.6

0
.3

0
.0

8
3

3
 

段
落

相
互

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.3

2
9
.0

6
4
.5

8
7
.3

9
9
.0

1
0
0
.0

0
.9

1
2
.0

1
.0

0
.2

0
.1

0
.0

9
3

4
要

点
や

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

引
用

・
要

約
す

る
こ

と
段

落
の

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
7
7
.5

1
2
.0

4
4
.0

8
0
.5

9
5
.1

1
0
0
.0

1
0
.0

5
1
.4

2
6
.7

7
.2

1
.4

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
の

工
夫

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
1
.1

0
.5

1
.5

7
.1

1
6
.7

4
9
.5

1
3
.4

4
9
.2

2
7
.4

1
3
.5

2
.6

1
.6

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

に
注

意
し

な
が

ら
叙

述
を

基
に

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
4
.7

1
7
.5

4
0
.3

6
4
.7

7
8
.1

9
6
.2

2
.1

2
5
.7

3
.7

0
.5

0
.1

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.3

1
8
.0

4
4
.3

6
7
.3

8
1
.8

9
2
.3

2
.2

2
5
.7

3
.9

0
.5

0
.1

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
3
.0

4
.9

2
2
.7

6
1
.2

8
8
.3

9
4
.5

7
.1

4
8
.1

2
2
.2

3
.4

0
.2

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

行
動

の
意

味
を

考
え

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
9
.7

3
.8

3
8
.9

7
0
.6

8
9
.4

9
2
.9

1
1
.6

6
0
.7

3
0
.3

9
.0

0
.5

0
.5

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
7
.4

2
.7

9
.8

2
4
.1

3
7
.8

6
5
.9

1
3
.1

5
9
.0

3
3
.3

1
0
.5

2
.3

1
.1

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

「
初

め
・

中
・

終
わ

り
」

の
文

章
の

構
成

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
3
.9

1
4
.2

3
9
.1

7
4
.3

9
4
.7

9
8
.4

6
.7

3
9
.3

1
5
.9

5
.3

0
.2

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
6
.5

0
.0

6
.6

2
7
.3

6
2
.8

8
0
.8

1
4
.0

5
9
.6

3
1
.5

1
2
.8

2
.4

0
.0

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

考
え

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

明
確

さ
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
4
.2

1
.1

2
.4

1
4
.6

4
2
.2

8
3
.5

1
8
.6

6
3
.9

4
1
.3

1
8
.7

3
.3

1
.1

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
5
9
.4

1
4
.4

3
4
.4

5
7
.2

7
6
.6

8
9
.7

1
1

6
1
.1

6
9
.1

2
1
.3

4
4
.9

6
7
.7

8
6
.1

9
5
.2

7
3
8
.9

4
4
.2

3
.6

1
8
.0

4
0
.8

6
1
.8

8
1
.0

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
7
4
.8

2
2
.4

4
7
.6

7
4
.6

9
2
.3

9
7
.5

3
1
6
.7

3
4
4
.8

5
.1

1
6
.1

3
8
.7

6
6
.6

8
7
.5

1
0

5
5
.6

4
5
7
.2

1
0
.9

3
1
.6

5
5
.6

7
3
.8

8
6
.8

3
1
6
.7

5
7
1
.4

3
0
.1

5
3
.5

6
9
.3

8
5
.6

9
6
.3

5
2
7
.8

A
7
2
.8

2
7
.0

5
1
.1

7
1
.4

8
8
.3

9
6
.8

5
2
7
.8

B
5
5
.9

1
2
.3

3
2
.0

5
3
.7

7
2
.5

8
5
.2

5
2
7
.8

C
5
8
.4

9
.4

3
1
.2

5
7
.6

7
5
.1

8
8
.4

3
1
6
.7

D
4
4
.8

5
.1

1
6
.1

3
8
.7

6
6
.6

8
7
.5

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.5

%
1
2
.4

%
4
7
.6

%
2
9
.0

%
5
.5

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
2

6
6
.7

2
1
1
.1

4
2
2
.2

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.5

%

1
2
.4

%

4
7
.6

%

2
9
.0

%

5
.5

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の
関
係
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
52
.3
％
】
 

次
の
文
の
「
か
ば
ん
」
を
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ

う
。

 
（
ア
）
お
母
さ
ん
の
 
（
イ
）
大
き
な
 

 か
ば
ん
に
、

 （
ウ
）
た
く
さ
ん
の
 
（
エ
）
本
が

  
 

 
入
っ
て
い
る
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
ど
ん
な
か
ば
ん
な
の
か
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
を
判
断
し
、
修
飾
語
を
二
つ
選
ぶ
設
問
で

あ
る
。
か
ば
ん
を
修
飾
す
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、（

ア
）
の
「
お
母
さ
ん
の
」
と
、（

イ
）
の
「
大
き

な
」
が
正
答
で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

で
10
.9
％
、
R2

で
23
.2
％
で
あ
っ
た
。
二
つ
を
選
ん
で
い

な
い
場
合
は
正
答
と
な
ら
な
い
。
誤
答
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、（

ア
）
は
含
ま
れ
る
が
、（

イ
）
が
な

い
場
合
は

9.
0％

、（
イ
）
は
含
ま
れ
る
が
、（

ア
）
が
な
い
場
合
は

33
.8
％
で
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
（
イ
）
は
選
ん
で
（
ア
）
を
選
ば
な
い
誤
答
が

33
.8
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
答
の
原
因
と
し

て
、「

直
前
に
あ
る
言
葉
が
詳
し
く
す
る
言
葉
で
あ
る
」
と
思
い
込
ん
で
「
大
き
な
」
を
選
択
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
修
飾
語
が
二
つ
あ
る
場
合
や
修
飾
語
と
被
修
飾
語
と
が
離
れ
て
い
る
場
合
な

ど
の
学
習
に
不
慣
れ
で
、
語
と
語
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
お
母
さ
ん
の
」
の
「
の
」
は
、「

美
し
い
」「

白
い
」
な
ど
の
形
容
詞
で
は
な
く
、
連
帯
修
飾
語
で

あ
る
た
め
に
修
飾
語
だ
と
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「

そ
の
他
」
は

4.
5％

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
設
問
文
を
よ
く
読
ま
ず
に
二
つ
を
選
択
し
な
か
っ
た
り
、
記
号
で
解
答
し
な
か
っ
た

り
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

文
の
基
本
形
は
主
語
と
述
語
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
長
い
文
で
も
小
学
校
の
教
材
文
に
は
主
語
と

述
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
初
め
に
、
述
語
を
見
付
け
て
か
ら
主
語
を
探
す
。
次
に
、
主
語
や
述
語

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
か
を
考
え
る
。
さ
ら
に
、
主
語
と
述
語
を
赤
色
、
そ
れ
ら

を
説
明
し
て
い
る
言
葉
は
青
色
な
ど
と
識
別
さ
せ
る
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
文
の
構
造
が

視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

主
語
と
述
語
の
み
で
構
成
さ
れ
た
文
に
修
飾
語
を
加
え
て
文
を
詳
し
く
す
る
学
習
を
行
う
。
修

飾
語
の
例
を
挙
げ
て
ふ
さ
わ
し
い
語
を
選
択
さ
せ
る
な
ど
、
初
歩
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
以
上
、
三
つ
以
上
の
修
飾
語
を
考
え
さ
せ
る
活
動
に
も
取
り
組
ま
せ
る
。

 
（
3）

読
む
活
動
の
み
な
ら
ず
、
書
い
た
り
、
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
活
動
の
際
に
も
、
修
飾
語
を

意
識

さ
せ

た
り

、
修

飾
と

被
修

飾
の

関
係

を
考

え
さ

せ
た

り
す

る
と

効
果

的
で

あ
る

。
 
 
 
 
 【

事
実
と
意
見
の
関
係
を
考
え
る
設
問
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
41
.2
％
】
 

上
の
文
章
を
読
ん
で
、
筆
者
の
意
見
と
し
て
正
し
い
文
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま

し
ょ
う
。

 
（
正
答
）
ウ
 
赤
は
よ
く
目
立
つ
の
で
、
マ
ダ
イ
や
キ
ン
メ
ダ
イ
は
て
き
に
お
そ
わ
れ
や
す
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

 
 ■
 
結
果
 

全
体
の
通
過
率
は

、
41
.2
％

で
あ

っ
た
。

段
階
別

に
み
る

と
、
R1
=8
.7
％

、
R2
=1
6.
9
％
、

R3
=3
2.
7％

、
R4
＝
64
.8
％
、
R5
=7
6.
9％

と
な
っ
て
い
る
。
無
答
の
割
合
は
全
体
で
は

1.
3％

と
低

い
が
、
R1
＝
14
.2
％
で
他
段
階
と
比
べ
る
と
高
い
。
最
多
の
誤
答
は
、
ア
の

42
.2
％
で
、
正
答
の

選
択
率
と
近
似
し
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
正
答
ウ
は
、
本
文
か
ら
の
抜
き
出
し
で
あ
り
、「

～
と
思
い
ま
す
。」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

意
見
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
選
択
肢
と
し
て
選
び
や
す
い
。
た
だ
し
、
8
段
落
の
内
容
で
あ
る
の

で
、
文
章
を
中
盤
過
ぎ
ま
で
正
し
く
読
ま
な
く
て
は
答
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
通
過
率
が
そ
れ
ほ
ど

伸
び
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

誤
答
ア
は
、
本
文
か
ら
の
抜
き
出
し
で
あ
る
が
事
実
を
述
べ
た
文
で
あ
る
。
事
実
と
意
見
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
が
、
誤
っ
て
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
2
段
落
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
設
問
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
に
書
き
出
し
を
読
ん
で
回
答
し
た
児
童

が
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
誤
答
イ
は
、
文
末
が
「
～
と
思
い
ま
す
。」

だ
が
、
事
実
、
意
見
の

ど
ち
ら
で
も
な
く
、
誤
答
エ
は
事
実
と
反
対
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
二
つ
の
選
択
率
は
合
わ
せ
て

も
13
.2
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。
 

つ
ま
り
、
文
章
の
大
体
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
細
部
ま
で
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が

困
難
で
、
事
実
と
意
見
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

説
明
的
文
章
を
読
む
と
き
は
、
事
実
と
意
見
を
分
け
て
色
別
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
か
せ
る
な

ど
、
視
覚
的
に
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
し
な
が
ら
文
章
を
読
む
よ
う
に
指
導
す
る
。
そ
の
際
に
は
、

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
文
末
の
表
現
に
着
目
さ
せ
る
。
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
「
～
な

の
だ
。」
「
～
と
分
か
っ
た
。」
（
事
実
）
や
、「

～
と
思
う
。」
「
～
と
考
え
る
。」
（
意
見
）
な
ど
が

読
み
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

（
2）

生
活
文
、
観
察
文
、
報
告
文
、
新
聞
な
ど
を
書
く
と
き
は
、
事
実
の
文
と
意
見
の
文
と
の
書
き

分
け
方
を
丁
寧
に
指
導
す
る
。
書
き
分
け
方
が
理
解
で
き
れ
ば
両
者
の
区
別
が
分
か
り
や
す
く
な

り
、
日
常
的
に
事
実
や
意
見
の
表
現
方
法
を
意
識
し
て
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
に

気
を

付
け

て
聞

く
こ

と
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
6
.3

7
3
.3

9
4
.2

9
8
.5

9
8
.8

1
0
0
.0

0
.2

1
.5

0
.2

0
.0

0
.1

0
.0

2
1

2
質

問
し

た
り

感
想

を
述

べ
た

り
す

る
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

分
か

ら
な

い
点

や
確

か
め

た
い

点
を

質
問

す
る

自
由

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
3
0
.3

6
.3

1
9
.1

2
7
.8

4
1
.3

5
7
.7

6
.3

2
7
.2

1
1
.5

4
.4

2
.0

0
.5

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

の
上

で
類

別
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

3
2
.8

1
3
.6

1
7
.1

2
4
.0

5
0
.9

7
8
.1

0
.3

3
.4

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
4
4
.1

1
8
.0

2
8
.5

3
9
.3

5
8
.9

8
4
.1

0
.3

2
.4

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.5

3
5
.0

7
2
.8

9
1
.2

9
7
.8

1
0
0
.0

0
.2

3
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
考

え
の

中
心

的
な

内
容

を
押

さ
え

、
小

見
出

し
を

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.1

3
2
.5

7
0
.1

9
1
.7

9
8
.0

1
0
0
.0

0
.5

5
.3

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
事

実
の

文
と

意
見

の
文

の
記

述
の

仕
方

の
違

い
に

気
付

く
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
0
.3

1
2
.1

2
6
.3

4
4
.8

7
4
.2

9
4
.0

1
.4

9
.2

1
.7

0
.9

0
.5

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

を
考

え
る

こ
と

文
と

文
の

相
互

関
係

を
表

す
接

続
語

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
6
.1

1
6
.5

4
8
.2

8
1
.4

9
6
.0

9
9
.5

0
.5

5
.8

0
.5

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

4
 

要
点

や
細

か
い

点
に

注
意

し
て

読
み

、
引

用
・

要
約

す
る

こ
と

文
中

の
言

葉
を

使
っ

て
文

章
を

要
約

す
る

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
9
.8

8
.3

3
0
.8

5
0
.7

6
4
.2

8
0
.6

4
.6

2
7
.2

1
0
.6

1
.9

0
.2

0
.0

1
0

3
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

て
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
の

工
夫

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
5
.1

1
.9

1
1
.1

4
1
.3

7
4
.8

8
8
.1

1
2
.9

4
5
.1

2
7
.7

1
0
.3

1
.9

0
.0

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
3
2
.1

1
.5

1
3
.0

2
7
.3

4
9
.5

7
6
.1

3
.7

2
2
.8

6
.8

1
.9

0
.5

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.7

3
6
.9

5
8
.1

6
8
.8

8
4
.6

9
4
.5

0
.6

6
.3

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

想
像

し
て

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
6
7
.6

8
.7

3
6
.1

7
2
.7

8
8
.9

9
6
.0

6
.9

3
9
.3

1
5
.6

3
.1

0
.7

0
.0

1
4

4
4

 
人

物
や

情
景

の
描

写
な

ど
に

つ
い

て
注

意
し

て
読

む
こ

と
人

物
の

描
写

や
気

持
ち

を
想

像
す

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

5
8
.8

1
4
.6

3
2
.0

5
8
.3

8
0
.4

9
3
.5

9
.5

4
4
.7

1
9
.1

6
.4

1
.5

0
.0

1
5

4
5

 
文

章
の

細
か

い
点

に
注

意
し

な
が

ら
読

み
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
4
.5

9
.2

2
5
.0

5
0
.7

8
1
.9

9
5
.0

1
8
.1

5
5
.3

3
4
.2

1
6
.7

4
.2

1
.5

1
6

5
1

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

こ
と

文
章

全
体

に
お

け
る

段
落

の
役

割
を

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
0
.0

1
3
.6

3
1
.5

6
1
.5

8
0
.2

9
4
.5

3
.6

2
2
.3

7
.0

2
.0

0
.1

0
.0

1
7

5
2

文
章

の
間

違
い

を
正

し
た

り
、

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

し
た

り
す

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

表
現

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
.5

0
.0

0
.0

1
.3

9
.7

3
6
.3

1
3
.2

4
9
.0

2
8
.5

9
.5

2
.7

0
.5

1
8

5
3

書
き

手
の

考
え

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

筆
者

が
考

え
を

明
確

に
伝

え
る

た
め

の
書

き
方

の
工

夫
に

気
付

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
2
.5

3
.4

5
.8

2
8
.0

5
2
.8

8
2
.6

1
7
.5

5
8
.3

3
6
.6

1
3
.8

4
.3

0
.5

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
5
4
.4

1
7
.0

3
4
.4

5
3
.3

7
1
.3

8
6
.2

1
1

6
1
.1

6
0
.5

2
3
.6

4
3
.5

5
9
.7

7
5
.5

8
9
.0

7
3
8
.9

4
4
.8

6
.6

2
0
.1

4
3
.3

6
4
.7

8
1
.7

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
6
3
.3

3
9
.8

5
6
.7

6
3
.2

7
0
.0

7
8
.9

3
1
6
.7

3
3
2
.6

5
.7

1
2
.4

3
0
.3

4
7
.6

7
1
.1

1
0

5
5
.6

4
5
9
.1

1
4
.2

3
5
.1

5
8
.8

7
9
.3

9
1
.7

3
1
6
.7

5
5
4
.4

2
2
.2

3
9
.5

5
1
.5

6
9
.2

8
7
.4

5
2
7
.8

A
5
8
.0

2
9
.2

4
6
.4

5
6
.2

6
9
.5

8
4
.0

5
2
7
.8

B
6
1
.5

1
4
.3

3
7
.3

6
2
.0

8
1
.5

9
2
.4

5
2
7
.8

C
5
6
.7

1
4
.2

3
2
.8

5
5
.6

7
7
.1

9
1
.0

3
1
6
.7

D
3
2
.6

5
.7

1
2
.4

3
0
.3

4
7
.6

7
1
.1

0
0
.0

E
0
.0

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

6
.5

%
1
8
.5

%
4
1
.5

%
2
7
.0

%
6
.4

%

5
2
7
.8

9
5
0
.0

5
2
7
.8

4
2
2
.2

1
1

6
1
.1

2
1
1
.1

5
2
7
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.5

%

1
8
.5

%

4
1
.5

%

2
7
.0

%

6
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
語
句
の
類
別
を
理
解
す
る
設
問
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

C 
32
.8
％
】
 

言
葉
を
分
類
し
ま
し
た
。
分
類
の
し
か
た
が
、
他
と
ち
が
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
ア
 
太
陽
・
ま
ぶ
し
い
・
の
ぼ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■
 
結
果
 

ア
～
エ
の
選
択
肢
が
あ
り
、
イ
は
接
続
詞
、
ウ
は
形
容
詞
、
エ
は
動
詞
で
、
同
じ
品
詞
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。
ア
は
、「

名
詞
、
形
容
詞
、
動
詞
」
の
組
み
合
わ
せ
で
誤
り
で
あ
る
。
記
号
の
選
択

で
あ
る
た
め
無
答
は

0％
で
あ
る
が
、
通
過
率
は

32
.8
％
と
基
礎

C
と
し
て
は
低
い
。
段
階
別
通
過

率
は
、
R1
＝
13
.6
％
、
R2
＝
17
.1
％
、
R3
＝
24
.0
％
、
R4
＝
50
.9
％
、
R5
＝
78
.1
％
で
あ
っ
た
。
他

の
設
問
の
多
く
は
、
R4
・
5
の
通
過
率
が

80
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、
本
設
問
で
は
ど
の
段
階

に
お
い
て
も
通
過
率
が
低
い
。
誤
答
は
、
イ
（
だ
か
ら
・
し
か
し
・
そ
し
て
）
13
.1
％
、
ウ
（
黒

い
・
遠
い
・
古
い
）
が

41
.9
7％

、
エ
（
食
べ
る
・
泳
ぐ
・
走
る
）
は

14
.9
％
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
今
回
は
選
択
肢
の
中
に
分
類
す
る
言
葉
が
三
つ
ず
つ
記
さ
れ
て
お
り
、
分
類
の
手
掛
か
り
と
な
る

言
葉
が
多
か
っ
た
も
の
の
通
過
率
が
低
か
っ
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
分
類
」

を
捉
え
て
い
な
い
児
童
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
品
詞
の
特
徴
や
働
き
が
分
か

り
、
さ
ら
に
、
設
問
で
は
品
詞
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
正
答
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。「

分
類
」
を
「
仲
間
分
け
」
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
場
合
、（

太

陽
・
ま
ぶ
し
い
・
の
ぼ
る
）
と
い
う
言
葉
を
仲
間
と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
イ
は
接
続
詞
と

い
う
見
た
目
に
も
特
徴
的
な
品
詞
で
あ
り
、
エ
の
動
き
を
表
す
言
葉
も
児
童
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ

る
品
詞
で
あ
る
た
め
、
選
択
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
誤
答
と
し
て
最
も
多
く
選
択
さ
れ
た
ウ

（
黒
い
・
遠
い
・
古
い
）
は
、
品
詞
に
よ
る
分
類
や
働
き
の
違
い
で
は
な
く
、
言
葉
の
印
象
（
色
・

距
離
・
古
さ
）
と
し
て
別
々
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

前
学
年
ま
で
に
「
言
葉
に
は
性
質
や
役
割
に
よ
る
語
句
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
」
を
理
解
し
、

特
徴
や
使
い
方
に
よ
っ
て
類
別
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

品
詞
の
特
徴
に
着
目
さ
せ
て
言
葉
集
め
を
し
た
り
、
集
め
た
言
葉
を
使
っ
て
短
文
づ
く
り
を
し
た

り
す
る
学
習
を
日
常
的
に
取
り
入
れ
る
と
よ
い
。
 

（
2）

説
明
的
文
章
・
文
学
的
文
章
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
語
と
述
語
の
関
係
、
修
飾
と
被
修
飾
の
関
係
、

指
示
語
、
接
続
語
の
役
割
な
ど
、
言
葉
の
働
き
を
意
識
さ
せ
て
文
や
文
章
の
構
造
を
読
ん
で
い
く

こ
と
を
繰
り
返
し
行
う
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
中
学
年
ま
で
の
「
主
述
の
関
係
」「

語
句
と
語
句
の
関
係
や
役
割
」
の
学
習
の

上
に
、
高
学
年
で
の
「
文
と
文
と
の
接
続
」「

文
章
の
構
成
や
展
開
」
と
積
み
重
ね
て
い
く
。
 

【
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

C 
32
.1
％
】
 

こ
の
文
章
は
、
時
に
注
目
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
場
面
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
後
の
場
面
は
ど

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
。
初
め
の
三
字
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。
 
（
正
答
）
 
そ
の
日

 
 ■
 
結
果
 

 
 
設
問
の
中
に
、「

時
間
の
流
れ
に
注
目
す
る
と
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
の
経

過
が
分
か
る
言
葉
を
探
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「

そ
の
日
」
が
時
間
の
経
過
を
表
す
言
葉
と
な
り
、

後
半
の
場
面
の
始
ま
り
と
な
る
。
物
語
文
の
他
の
設
問
の
通
過
率
が
全
て

50
％
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
本
設
問
の
全
体
の
通
過
率
は

32
.1
％
で
あ
る
。
段
階
別
で
は
、
R1
＝
1.
5
％
、
R2
＝

13
.0
％
、
R3
＝
27
.3
％
、
R4
＝
49
.5
％
、
R5
＝
76
.1
％
で
あ
る
。
全
体
の
無
答
率
は

3.
7％

で
あ
る
。

誤
答
率
は

67
.7
％
で
、
誤
答
例
と
し
て
「
運
動
場
に
出
る
と
」
の
「
運
動
場
」
や
「
花
だ
ん
の
近

く
」
の
「
花
だ
ん
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

時
間
の
流
れ
を
軸
に
し
た
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。「

運
動
場
」
と
答
え
た
児
童
は
、
登
場
人
物
た
ち
が
場
所
を
移
動
し
た
こ
と
を
場
面

の
転
換
と
捉
え
、「

花
だ
ん
」
と
答
え
た
児
童
は
、
登
場
人
物
が
話
し
始
め
た
こ
と
に
着
目
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
、
二
つ
に
分
け
る
際
の
視
点
が
「
時
間
の
流
れ
」
で
あ
る
こ
と
の
意
識
が

弱
い
。「

時
間
の
流
れ
」
が
分
か
る
言
葉
に
着
目
さ
せ
た
い
。
ま
た
、「

そ
の
日
か
ら
」
の
「
そ
の
」

が
何
を
示
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
ず
、「

そ
の
日
」
を
時
間
の
流
れ
を
表
す
言
葉
と
し
て
認
識
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「

そ
の
日
」
が
物
語
全
体
の
終
わ
り
の
方
に
あ
る
た

め
、
後
半
部
分
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
読
む
こ
と
に
関
し
て
、
時
間
的
な
順
序
や
事
柄
の
順
序
な
ど
を
考
え

な
が
ら
、
内
容
の
大
体
を
捉
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
物
語
文
を
指
導
す
る
際
に
は
、
中
学

年
の
間
に
作
品
全
体
の
つ
な
が
り
を
捉
え
て
読
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
細
か
な

部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
て
読
む
の
で
は
な
く
、
登
場
人
物
や
中
心
人
物
は
誰
な
の
か
、
ど
こ
で

何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
終
わ
り
方
は
ど
ん
な
か
な
ど
に
つ
い
て
視
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
物

語
全
体
を
捉
え
て
読
む
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

物
語
の
場
面
は
、
時
間
の
経
過
、
場
所
の
移
動
、
中
心
人
物
の
変
容
や
登
場
人
物
た
ち
の
周
り

で
起
こ
る
出
来
事
な
ど
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
視
点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
読
む

よ
う
に
さ
せ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
重
要
な
語
や
文
を
考
え
て
選
び
出

す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
場
面
を
読
み
分
け
る
言
葉
が
見
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
接
続
詞
や
指

示
語
に
着
目
し
て
読
み
、
そ
こ
に
印
を
付
け
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
繰
り
返
し
て
い
く
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
7
.7

5
1
.7

7
6
.8

8
9
.7

9
6
.4

1
0
0
.0

0
.2

2
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
を

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

話
の

内
容

に
つ

い
て

友
達

の
考

え
と

比
べ

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

7
5
.2

3
4
.4

5
9
.9

7
5
.3

8
8
.3

9
8
.1

0
.6

6
.7

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
5
.6

6
6
.7

9
3
.1

9
7
.4

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.5

6
.7

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

単
文

に
分

け
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
4
9
.7

1
2
.2

2
4
.8

4
6
.0

6
9
.7

9
5
.4

3
.8

2
2
.8

7
.5

2
.7

0
.1

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
丁

寧
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
6
4
.7

1
0
.6

3
7
.7

6
5
.0

8
5
.3

9
8
.1

2
.5

2
3
.9

3
.1

1
.2

0
.1

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

に
書

か
れ

て
い

る
話

題
を

つ
か

む
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.4

2
4
.4

5
6
.0

8
2
.7

9
6
.0

9
9
.1

0
.5

5
.6

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
事

実
と

意
見

の
文

を
読

み
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.2

1
0
.0

3
8
.7

7
5
.9

9
4
.3

9
9
.1

0
.4

6
.1

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

筆
者

の
要

旨
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
4
.9

2
8
.3

5
0
.7

7
5
.3

9
3
.5

9
9
.1

1
.1

1
0
.6

1
.6

0
.3

0
.1

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

通
常

活
用

A
●

■
8
1
.2

2
4
.4

6
2
.9

8
4
.3

9
5
.9

1
0
0
.0

1
.6

1
6
.7

2
.6

0
.2

0
.1

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
7
.1

0
.6

7
.1

2
9
.9

6
3
.8

8
8
.0

1
2
.4

4
8
.9

2
3
.8

1
1
.3

2
.1

0
.0

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
1
.7

7
.8

3
8
.5

7
5
.8

9
3
.1

1
0
0
.0

1
.0

1
1
.7

1
.2

0
.2

0
.1

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.6

2
6
.7

4
3
.6

6
8
.7

8
6
.5

1
0
0
.0

0
.8

1
1
.1

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
つ

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
9
.4

3
6
.1

7
6
.2

9
4
.2

9
9
.3

1
0
0
.0

1
.4

1
2
.8

1
.6

0
.8

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
7
.0

1
1
.1

4
3
.6

6
7
.8

8
5
.8

9
7
.2

4
.0

3
0
.0

9
.6

1
.2

0
.0

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
3
.8

1
.1

1
3
.8

3
8
.5

6
9
.7

9
1
.7

1
6
.9

6
0
.0

3
2
.8

1
5
.8

3
.4

0
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

頭
括

型
、

尾
括

型
、

双
括

型
の

効
果

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

4
8
.0

1
0
.6

2
5
.7

4
3
.8

6
7
.8

9
0
.7

2
.5

1
7
.8

4
.7

1
.4

0
.0

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
表

現
の

曖
昧

さ
は

な
い

か
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

て
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
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7
.2
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8
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表
現

の
仕

方
に

着
目

し
て

助
言

し
合

う
こ

と
助

言
さ

れ
た

内
容

を
参

考
に

し
て

書
き

直
す

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
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平
均

正
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率
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％
）
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語
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て
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・

理
解
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学

年
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年
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／
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範
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校
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【
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
に
、
文
章
全
体
の
構
成
の
効
果
を
考
え
る
設
問
 

大
問

5（
1）

 
基
礎

B 
47
.2
％
】
 

   ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
が

47
.2
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
み
る
と
、
R5
＝
90
.7
％
、
R4
＝
67
.8
％
、
R3

＝
43
.8
％
、
R2
＝
25
.７

％
、
R1
＝
10
.6
％
で
あ
り
、
特
に

R3
と
そ
れ
以
下
の
段
階
で
差
が
大
き
く

な
る
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
段
落
相
互
の
関
係
な
ど
に
注
意
し
て
文
章
を
構
成
す

る
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
ア
は

30
.4
％

で
あ
り
、
次
い
で
イ
が

19
.0
％
と
な
っ
て
い
る
。
無
答
、
そ
の
他
は
選
択
形
式
と
い
う
こ
と
も
あ

り
4％

未
満
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
説
明
文
で
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成
か
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
接
続
詞
、
文
末
表
現
な
ど
い
く

つ
か
あ
る
。
今
回
の
文
章
で
は
、
□1
に
「
～
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
～
か
ら
で
す
。」

と
い
う
接

続
詞
と
文
末
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
考
え
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
□2
と

□3
で
は
、
日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
、
世
代
別
利
用
状
況
、
□4
と
□5
で
は
、
ど
ん
な
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
要
点
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
大
体
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
段
落
の
構
成
が
読
み
取

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
正
解
が
導
き
出
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

筆
者
が
何
を
書
い
て
い
る
の
か
を
読
み
解
く
た
め
に
、
接
続
詞
や
文
末
表
現
に
着
目
す
る
。
 

 
 
・
接
続
詞
…
「
な
ぜ
な
ら
」「

し
か
し
」「

で
も
」「

ま
た
」「

つ
ま
り
」
な
ど
。
 

 
 
・
文
末
…
「
～
で
す
」「

～
ま
す
」「

～
で
あ
る
」「

～
に
ち
が
い
な
い
」「

～
で
し
ょ
う
」
等
。
 

接
続
詞
や
文
末
表
現
な
ど
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
く
と
分
か
り
や
す
い
。
 

（
2）

段
落
ご
と
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
要
点
を
つ
か
む
。
ま
た
、
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
部
分

を
囲
む
こ
と
も
、
読
み
解
い
て
い
く
手
掛
か
り
と
な
る
。
 

（
3）

文
章
中
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
が
理
解
し
や

す
く
な
る
。
今
回
の
問
題
文
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。

そ
こ
か
ら
、「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
」
に
関
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
探
し
、
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
囲
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
段
落
の
内
容
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
。

今
回
の
場
合
は
、
2
段
落
で
「
利
用
人
口
」、

3
段
落
で
「
利
用
割
合
」、

5
段
落
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
多
様
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
答
が
導
き
や
す
く
な
る
。
 

【
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
を
考
え
る
設
問
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
49
.7
％
】
 

次
の
一
文
を
、
意
味
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
、
二
つ
の
文
に
言
い
か
え
ま
す
。
（
 
）
に
入
る
言

葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
 
・
兄
は
ま
ど
を
ふ
い
て
、
私
は
そ
う
じ
機
を
か
け
る
。

 
兄
は
（
 
 
 
 
①
 
 
 
 
 
）。

 
 
私
は
（
 
 
 
 
②
 
 
 
 
 
）。

 
 
 

 
 ■
 
結
果
 

 
 
「
兄
は
ま
ど
を
ふ
い
て
、
私
は
そ
う
じ
機
を
か
け
る
。」

と
い
う
重
文
を
単
文
に
分
け
る
設
問
で

あ
る
。
①
ま
ど
を
ふ
く
②
そ
う
じ
機
を
か
け
る
、
が
正
答
で
あ
る
。
全
体
の
通
過
率
は

49
.7
％
で

無
答
は

3.
4％

だ
っ
た
。
誤
答
の
中
で
は
、
文
末
が
敬
体
に
な
っ
て
い
る
文

11
.9
％
、
文
末
の
時
制

が
変
わ
っ
て
い
る
文

8.
5％

、
そ
の
他
誤
答
が

26
.3
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
 

段
階
ご
と
の
通
過
率
は
、
R5
=9
4.
5％

、
R4
＝
69
.7
％
、
R3
＝
46
.0
％
、
R2
＝
24
.8
％
、
R1
＝

12
.2
％
で
あ
り
、
無
答
率
が

3.
4％

と
他
の
設
問
に
比
べ
て
高
か
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

一
つ
の
文
の
中
に
あ
る
主
語
を
見
付
け
、
ふ
さ
わ
し
い
述
語
を
書
き
分
け
る
。
そ
の
際
の
文
末

表
現
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
正
答
「
①
ま
ど
を
ふ
く
②
そ
う
じ
機
を
か
け
る
」
の
通
過
率
が

基
礎

C
で
あ
っ
て
も

50
％
に
届
い
て
い
な
い
。
文
末
に
関
す
る
誤
答
が
多
く
、
原
文
を
基
に
す
る

意
識
が
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
時
制
の
捉
え
方
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
時
制

が
変
わ
る
こ
と
で
意
味
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
。
 

そ
の
他
の
誤
答
も

26
.4
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

二
つ
の
文
に
言
い
か
え
る
」
と
い
う
設
問
文
の

意
味
の
理
解
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
設
問
の
意
図
が
理
解
で

き
れ
ば
、
容
易
に
単
文
に
分
け
る
こ
と
が
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
文
を
書
き
換
え
る
」
と
い
う
問
題
に
慣
れ
、
さ
ら
に
は
文
末
の
時
制
が
変
わ
る
こ
と
で
意
味
ま

で
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
場
面
の
状
況
に
応
じ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

（
2）

複
文
を
提
示
し
て
重
文
と
の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。「

母
の
作
っ
た
お
弁

当
が
お
い
し
い
」
で
は
、「

お
弁
当
」
が
主
語
で
「
お
い
し
い
」
が
述
語
と
な
る
。
ま
た
、「

母
の

作
っ
た
お
弁
当
が
」
が
主
部
と
な
る
。
一
つ
の
文
の
中
で
主
述
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
。
 

（
3）

単
元
の
中
で
の
言
語
学
習
の
扱
い
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。「

書
き
換
え
る
」
と
は
、
意
味

を
変
え
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
指
導
す
る
。
誤
っ
た
書
き
換
え
な
ど
を
提
示
し
、
単
文
に
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
文
の
意
味
や
主
語
と
な
る
も
の
や
人
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気
付
か
せ
、

正
し
い
文
に
直
す
作
業
を
さ
せ
た
い
。
類
似
の
課
題
に
取
り
組
む
の
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

上
の
文
章
の
構
成
に
つ
い
て
合
う
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
意

図
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

話
の

目
的

や
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
8
.0

5
0
.6

7
7
.7

9
1
.7

9
8
.4

9
8
.5

0
.1

3
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
意

図
と

自
分

の
意

見
と

比
べ

る
な

ど
し

て
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

自
分

の
考

え
を

話
し

手
の

意
見

と
比

べ
、

理
由

を
挙

げ
て

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
0
.7

5
2
.8

8
5
.4

9
3
.2

9
7
.9

1
0
0
.0

4
.0

2
5
.8

5
.8

2
.8

0
.3

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

5
3
.8

2
2
.5

4
3
.5

5
1
.7

7
1
.6

1
0
0
.0

1
.6

1
2
.4

2
.3

0
.9

0
.5

0
.0

4
2

2
文

や
文

章
に

は
い

ろ
い

ろ
な

構
成

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
7
.8

7
6
.4

9
7
.9

9
9
.0

9
9
.2

1
0
0
.0

0
.2

4
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
の

使
い

方
に

慣
れ

る
こ

と
謙

譲
語

と
尊

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
6
.8

2
0
.2

3
3
.3

4
3
.4

6
9
.5

1
0
0
.0

0
.9

1
1
.2

1
.3

0
.2

0
.3

0
.0

6
3

1
文

章
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

こ
と

文
章

全
体

の
構

成
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
4
.1

1
2
.4

2
0
.6

4
4
.0

7
1
.6

9
8
.5

1
.7

1
4
.6

2
.3

0
.9

0
.3

0
.0

7
3

2
事

実
と

意
見

、
感

想
の

関
係

を
押

さ
え

る
こ

と
ど

の
よ

う
な

事
実

を
根

拠
と

し
て

感
想

や
意

見
を

主
張

し
よ

う
と

し
て

い
る

か
を

把
握

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.0

2
0
.2

4
3
.1

7
6
.5

9
3
.8

9
7
.0

0
.6

1
2
.4

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
の

要
旨

を
捉

え
る

こ
と

文
章

の
内

容
の

中
心

と
な

る
文

を
押

さ
え

て
要

約
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
9
.3

1
3
.5

3
7
.9

6
2
.5

8
3
.9

8
4
.8

2
.2

1
6
.9

2
.9

1
.5

0
.0

0
.0

9
3

4
自

分
の

考
え

を
広

げ
た

り
深

め
た

り
す

る
こ

と
筆

者
の

考
え

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
7
.8

6
.7

3
4
.6

6
0
.1

8
5
.7

1
0
0
.0

5
.7

3
0
.3

9
.6

3
.8

0
.8

0
.0

1
0

3
5

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

2
2
.3

0
.0

5
.6

2
2
.3

4
5
.8

3
6
.4

1
2
.6

5
6
.2

2
3
.1

8
.5

2
.1

1
.5

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
8
.4

1
8
.0

5
1
.9

7
1
.1

8
8
.3

1
0
0
.0

1
.0

2
0
.2

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
3
.6

4
2
.7

8
9
.8

9
7
.5

9
9
.2

9
8
.5

1
.4

2
3
.6

1
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

場
面

に
付

い
て

の
描

写
を

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
6
.9

1
2
.4

4
0
.8

7
2
.7

9
3
.0

8
9
.4

2
.2

2
4
.7

2
.9

0
.8

0
.0

0
.0

1
4

4
4

自
分

の
考

え
を

広
げ

た
り

深
め

た
り

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
6
.2

2
.2

2
4
.6

6
0
.5

8
9
.3

1
0
0
.0

1
3
.5

5
3
.9

2
6
.7

8
.9

1
.8

0
.0

1
5

4
5

優
れ

た
叙

述
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
7
.9

5
.6

2
4
.4

6
4
.8

8
7
.5

9
7
.0

1
8
.6

6
2
.9

4
2
.3

1
1
.1

1
.0

0
.0

1
6

5
1

考
え

を
明

確
に

表
現

す
る

た
め

に
、

文
章

全
体

の
構

成
の

効
果

を
考

え
る

こ
と

取
材

し
た

メ
モ

を
基

に
し

て
、

説
得

力
の

あ
る

文
章

の
構

成
を

考
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.7

2
7
.0

5
4
.2

8
5
.2

9
6
.4

9
5
.5

4
.4

2
3
.6

1
0
.6

1
.5

0
.3

0
.0

1
7

5
2

表
現

の
効

果
な

ど
に

つ
い

て
確

か
め

た
り

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
よ

り
よ

い
も

の
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
0
.5

0
.0

0
.0

0
.5

1
.3

1
.5

3
5
.6

6
9
.7

5
4
.6

3
2
.1

1
8
.0

7
.6

1
8

5
3

 
表

現
の

仕
方

に
着

目
し

て
助

言
し

合
う

こ
と

助
言

さ
れ

た
内

容
を

参
考

に
し

て
書

き
換

え
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
3
.2

9
.0

2
6
.3

5
7
.9

7
8
.1

9
3
.9

1
7
.6

5
6
.2

3
4
.2

1
1
.9

5
.2

1
.5

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
1
.4

2
1
.8

4
4
.0

6
4
.1

8
0
.6

8
8
.4

1
1

6
1
.1

6
9
.7

2
8
.7

5
3
.7

7
2
.3

8
7
.7

9
6
.6

7
3
8
.9

4
8
.4

1
0
.9

2
8
.7

5
1
.3

6
9
.4

7
5
.5

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
1
.1

2
8
9
.4

5
1
.7

8
1
.6

9
2
.4

9
8
.2

9
9
.2

3
1
6
.7

3
4
3
.8

1
2
.0

2
6
.8

4
7
.8

5
8
.6

6
3
.6

1
0

5
5
.6

4
5
9
.6

1
3
.4

3
7
.3

6
3
.2

8
3
.8

9
0
.2

3
1
6
.7

5
6
6
.2

3
9
.7

5
8
.3

6
4
.7

8
0
.1

1
0
0
.0

5
2
7
.8

A
7
5
.4

4
4
.5

6
7
.6

7
5
.8

8
7
.3

9
9
.7

5
2
7
.8

B
5
0
.7

1
0
.6

2
8
.4

5
3
.1

7
6
.1

8
3
.3

5
2
7
.8

C
6
8
.6

1
6
.2

4
6
.3

7
3
.3

9
1
.5

9
7
.0

3
1
6
.7

D
4
3
.8

1
2
.0

2
6
.8

4
7
.8

5
8
.6

6
3
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

4
.4

%
2
3
.8

%
4
9
.5

%
1
9
.0

%
3
.3

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

0
0
.0

7
3
8
.9

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.4

%

2
3
.8

%

4
9
.5

%

1
9
.0

%

3
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
敬
語
を
正
し
く
使
う
こ
と
 
大
問

2（
3）

 
基
礎

C 
48
.3
％
】
 

 
次
の
ア
～
エ
の
文
の
中
で
、
使
う
べ
き
敬
語
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な
い
文
は
ど
れ
で
す
か
。

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
（
正
答
）
 
ア
 
お
客
様
が
食
べ
た
料
理
は
、
私
が
ご
用
意
し
ま
し
た
。

 
 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

48
.3
％
で
あ
っ
た
。
段
階
別
に
見
る
と

R1
＝
20
.2
％
、
R2
＝
33
.3
％
、
R3
＝

43
.4
％
、
R4
＝
69
.5
％
、
R5
＝
10
0.
0％

で
あ
る
。
基
礎

C
の
設
問
と
し
て
は

R4
以
下
の
通
過
率
が

期
待
値
に
届
い
て
い
な
い
。
第

5・
6
学
年
の
指
導
事
項
で
あ
る
「
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使

い
方
に
慣
れ
る
こ
と
」
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
誤
答
を
み
る
と
、
最
多
の
イ

は
30
.5
％
で
あ
り
、
次
い
で
エ
が

12
.8
％
、
ウ
が

10
.3
％
で
あ
っ
た
。
回
答
形
式
が
選
択
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
無
答
・
そ
の
他
は

1.
0％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
ア
は
「
お
客
様
が
食
べ
た
料
理
は
、
私
が
ご
用
意
し
ま
し
た
。」

と
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば

「
食
べ
た
」
で
は
な
く
「
召
し
上
が
っ
た
」
と
い
う
尊
敬
語
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア

が
正
答
と
な
る
。
誤
答
の
中
で
最
多
で
あ
っ
た
イ
は
、「

先
生
は
、
三
時
ご
ろ
私
の
家
へ
お
い
で
に

な
り
ま
す
。」

で
あ
る
。「

先
生
」
に
対
し
て
「
お
い
で
に
な
る
」
と
い
う
尊
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
「
お
～
す
る
」
と
い
う
謙
譲
語
と
混
同
し
た
こ
と
が
誤
答
の
要
因
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

敬
語
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
の
中
で
「
誰
が
」「

誰
に
対
し
て
」「

ど
ん
な
と
き
に
」
使
っ
て

い
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
様
々
な
日
常
会
話
の
中
で
敬
語
が
使
用
さ
れ

て
い
る
例
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
特
に
「
お
～
に

な
る
」（

尊
敬
語
）
と
「
お
～
す
る
」（

謙
譲
語
）
な
ど
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
敬
語
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
文
を
用
い
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

問
題
演
習
の
場
合
は
視
覚
化
す
る
。
例
え
ば
、
①
「
丁
寧
語
」「

尊
敬
語
」「

謙
譲
語
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
色
を
変
え
て
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
て
意
識
さ
せ
、
②
敬
語
が
誰
か
ら
誰
に
向
け
て
使

わ
れ
て
い
る
の
か
、
敬
意
の
方
向
を
矢
印
で
示
し
て
確
認
す
る
と
よ
い
。
 

(3
) 

敬
語
の
基
本
を
理
解
で
き
た
ら
、
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
た
め
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
例

え
ば
、
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
表
現
を
一
覧
表
に
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ

れ
ら
を
使
用
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
す
る
。
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
際

に
は
必
ず
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
を
作
成
す
る
よ
う
に
し
、
違
っ

た
形
の
謙
譲
語
を
三
つ
以
上
は
使
用
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
条
件
を
設
け
る
こ
と
も
効
果
的
で

あ
る
。
 

【
文
章
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

 
基
礎

C 
44
.1
％
】
 

こ
の
文
章
を
、
大
き
く
四
つ
に
分
け
た
場
合
、
第
二
・
第
三
・
第
四
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

段
落
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
か
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 

（
正
答
）
 
ア
 
第
二
２
 
 
第
三
９
 
 
第
四

12
 

 ■
 
結
果
 

 
 
各
段
階
の
通
過
率
は
、
R1
＝
12
.4
％
、
R2
＝
20
.6
％
、
R3
＝
44
.0
％
、
R4
＝
71
.6
％
、
R5
＝

98
.5
％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
差
が
約

20
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
い
。
誤
答
と
し
て
は
イ
が

34
.0
％
と
最
も
多
く
、
ウ
は

9.
4％

、
エ
は

7.
4％

で
あ
る
。
無
答
・
そ
の
他
は

3.
0％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

最
も
多
か
っ
た
誤
答
イ
は
「
第
二
３
 
第
三
９
 
第
四

13
」
で
あ
っ
た
。
ウ
・
エ
の
選
択
肢
は

第
三
の
部
分
が
８
段
落
か
ら
に
な
っ
て
お
り
、「

で
は
」
と
い
う
接
続
詞
に
着
目
し
て
第
三
の
部
分

の
始
ま
り
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒
は
多
か
っ
た
。
 

こ
の
文
章
は
、
第
一
の
部
分
が
「
昆
虫
が
春
に
な
る
と
目
覚
め
る
こ
と
」、

第
二
の
部
分
が
「
鳥

が
な
ぜ
春
に
な
る
と
目
覚
め
る
か
」、

第
三
の
部
分
が
「
鳥
は
ど
こ
で
日
の
長
さ
を
感
じ
る
か
」、

第

四
の
部
分
は
「
鳥
は
ど
う
や
っ
て
日
の
長
さ
を
感
じ
る
か
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

 
第
二
の
部
分
を
３
段
落
か
ら
と
し
て
し
ま
う
要
因
は
、「

で
も
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
表
現
を
問
題
提
起
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
１
段
落
は
「
昆

虫
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
２
段
落
か
ら
本
題
の
「
鳥
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

 
第
三
の
部
分
は
、
13

段
落
の
冒
頭
に
あ
る
「
じ
つ
は
」
と
い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
12

段
落

が
第
二
の
部
分
を
受
け
た
新
た
な
問
題
提
起
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け
ば
正
解
で
き
る
。

 
説
明
的
文
章
を
指
導
す
る
際
は
、
段
落
相
互
の
関
係
や
文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
、
表
現
に
着
目

し
て
文
章
を
読
み
取
り
、
文
章
の
特
徴
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）

接
続
詞
や
指
示
語
の
働
き
に
着
目
し
、
段
落
内
の
意
味
や
働
き
だ
け
で
は
な
く
、
段
落
ご
と
の

働
き
を
捉
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

段
落
の
要
点
を
つ
か
み
、
小
見
出
し
を
付
け
た
り
要
約
し
た
り
す
る
。
字
数
を
制
限
す
る
等
、

条
件
を
付
け
る
こ
と
で
要
点
の
整
理
の
仕
方
が
明
確
に
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
小
見
出
し
や
要

約
を
基
に
、
文
章
全
体
の
構
成
が
分
か
る
よ
う
に
整
理
さ
せ
る
。
 

（
3）

段
落
に
は
「
話
題
提
示
・
問
い
、
答
え
・
例
示
・
引
用
・
根
拠
、
主
張
」
等
の
役
割
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の

IC
T
を
活
用
し
、
前
後
の
関
係
を
踏
ま
え
て
考
え
さ
せ
る
と
効
果
的
で
あ

る
。
全
て
の
段
落
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
段
落
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。
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Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い
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で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
（
正
答
）
 
Ｂ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

0.
7％

と
低
い
も
の
の
、
半
数
が
誤
答
の

A
を
選
ん
で
お
り
、
全
体
の
通
過
率

は
基
礎

C
で
あ
っ
て
も

50
.2
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
10
.0
％
、
R2
＝
27
.2
％
で
あ
り
、

他
の
段
階
間
と
比
較
し
て
差
が
小
さ
い
。
ま
た
、
R3
＝
47
.9
％
で
あ
り
、
他
の
設
問
に
比
べ
て
通
過

率
が
低
く
、
半
数
以
上
が
正
答
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
R4
＝
81
.0
％
、
R5
＝
10
0％

で
あ
り
、
R3
～
5

の
各
段
階
間
に
は

20
ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
通
過
率
が
低
い
原
因
に
は
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
も
つ
働
き
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「

ア
ク
セ
ン
ト
」、
「
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
音
の
高
さ
が
変
わ
り
、

「
文
末
を
上
げ
る
か
下
げ
る
か
で
意
味
や
調
子
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
、
通
過
率
の
低
さ
か
ら
そ
れ
だ
け
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
ず
、「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
設
問
が
具
体
的
で
あ
り
解
答
の

形
式
が
二
者
択
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
過
率
が
低
い
た
め
、
設
問
の
意
図
を
理
解
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「

質
問
の
場
合
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
読
む
」
こ
と

は
知
識
と
し
て
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
素
材
文
の
ど
の
部
分
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
素
材
文
の
「
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
テ
ニ
ス
部
に
入

り
ま
す
。」

の
「
ま
す
。」

に
着
目
し
、
さ
ら
に
「
花
子
さ
ん
の
返
答
か
ら
考
え
る
」
こ
と
が
理
解
で

き
て
い
れ
ば
、
正
答
で
き
た
設
問
で
あ
る
。
R4
・
5
の
生
徒
は
、
設
問
の
意
図
を
十
分
理
解
す
る
力

が
あ
っ
た
た
め
に

8
割
以
上
が
正
答
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
ア
ク
セ
ン
ト
」「

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
基
礎
的
な
用
語
を
知
識
と
し
て
押
さ
え
、
基

本
的
な
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
継
続
的
に
指
導
す
る
。
 

（
2）

授
業
時
に
文
章
を
声
に
出
し
て
読
む
機
会
を
多
く
取
り
入
れ
る
。
特
に
詩
や
文
学
的
文
章
の
朗

読
で
は
、
朗
読
台
本
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
感
情
や
意
味
と
「
ア
ク
セ
ン
ト
」「

イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
と
の
関
係
性
を
理
解
さ
せ
る
。
 

（
3）

音
の
高
低
を
含
む
文
末
の
表
現
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
と
い
う
日
本
語
の
特
徴
を
日
常
的
に

意
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
話
し
合
い
の
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、
対
話
に
お
い
て
聞
き
手
の
反
応

か
ら
話
し
手
の
発
言
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
か
を
推
察
す
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
 

【
中
心
的
な
部
分
を
押
さ
え
、
内
容
を
捉
え
て
要
約
す
る
こ
と
 
大
問

3（
2）

 
基
礎

B 
64
.1
％
】
 

５
～

７
段
落
を
、
中
心
文
を
お
さ
え
て
要
約
し
ま
し
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
 
 
（
正
答
）
 
イ

 
 ■
 
結
果
 

 
 
無
答
率
は
全
体
で

1.
0％

と
低
い
も
の
の
、
3
割
近
く
が
誤
答
を
選
ん
で
お
り
、
全
体
の
通
過
率

は
64
.1
％
で
あ
る
。
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
14
.3
％
、
R2
＝
42
.8
％
で
あ
り
、
他
の
段
階
間
と
比

較
し
て
差
が
大
き
い
。
ま
た
、
R3
＝
65
.1
％
で
あ
り
、
他
の
基
礎
設
問
の
通
過
率
と
比
べ
る
と
低
い
。

無
答
は

R1
・
2
以
外
の
段
階
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
無
答
率
は

R1
＝
21
.4
％
、
R2
＝

1.
2％

と
20

ポ
イ
ン
ト
近
い
差
が
あ
る
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
こ
の
文
章
は

４
段
落
ま
で
に
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が

5
回
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

５

段
落
の
最
初
に
「
そ
れ
で
は
雑
草
の
種
子
は
発
芽
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
う
計
る
の
だ
ろ
う
か
。」

と

い
う
問
い
の
一
文
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
読
み
取
れ
た
ら
、
あ
と
は
そ
の
答
え
を
探
す
べ
く

７
段
落
ま

で
読
み
進
め
ば
段
落
ご
と
の
中
心
文
を
見
付
け
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
 

上
記
の
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、
正
答
を
選
ぶ
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
R3

以
上
の
通
過

率
は

65
％
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
の
生
徒
の
多
く
に
は
基
本
的
な
読
む
力
が
身
に
付

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
、
R1
＝
14
.3
％
と
い
う
通
過
率
を
み
る
と
、「

キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
す
る
」「
“
問
い
”
と

“
答
え
”
の
文
に
着
目
し
て
読
む
」
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に

こ
の
段
階
の
生
徒
は
、「

タ
イ
ミ
ン
グ
」
を
計
る
う
え
で
重
要
な
の
が
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
で
、「

ギ
ャ
ッ

プ
」
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
「
光
」
で
、「

光
」
が
入
る
と
「
発
芽
を
開
始
す
る
」
と
い
う
段
落
ご

と
の
中
心
文
を
網
羅
し
て
い
な
い
選
択
肢
、
又
は
網
羅
の
仕
方
に
偏
り
の
あ
る
選
択
肢
を
選
ぶ
に
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」、
「
問
い
の
文
」、
「
答
え
の
文
」
等
の
説
明
的
文
章
を
読
解
す
る
う
え
で
必
要
な

基
礎
的
な
用
語
を
知
識
と
し
て
押
さ
え
、
読
解
ス
キ
ル
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
時
間
を

設
け
て
指
導
す
る
。
 

（
2）

読
解
ス
キ
ル
を
活
用
し
、
説
明
的
文
章
ご
と
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
丸
囲
み
し
た
り
問
い
の
文
や

答
え
の
文
に
線
を
引
い
た
り
し
て
視
覚
化
し
、
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
要
約
文
を
作
ら
せ
る
。
 

（
3）
（
2）

で
作
ら
せ
た
要
約
文
を
早
く
書
け
た
生
徒

5・
6
名
に
板
書
さ
せ
、
書
く
こ
と
が
難
し
い
生

徒
の
手
掛
か
り
と
さ
せ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
要
約
文
は
誰
が
作
っ
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
文
に
な

る
こ
と
に
気
付
か
せ
、
他
の
文
章
を
要
約
す
る
際
に
意
識
さ
せ
る
と
よ
い
。
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
7
.8

3
2
.3

5
8
.2

7
0
.1

9
2
.1

8
5
.8

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
、

立
場

を
明

確
に

し
て

理
由

と
共

に
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
8
9
.0

3
7
.6

8
0
.0

9
7
.6

1
0
0
.0

9
8
.6

6
.9

4
5
.1

1
2
.6

0
.7

0
.0

0
.7

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

6
2
.4

1
9
.5

4
6
.8

6
7
.4

8
2
.4

1
0
0
.0

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
2
6
.7

6
.8

1
0
.1

2
4
.5

4
4
.1

1
0
0
.0

0
.8

4
.5

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
3
.7

1
9
.5

3
3
.9

5
6
.9

8
1
.9

1
0
0
.0

0
.5

7
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

各
段

落
が

文
章

全
体

の
中

で
果

た
す

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
9
.8

2
6
.3

6
8
.1

8
8
.4

9
5
.2

9
5
.3

0
.6

8
.3

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
8
.0

1
8
.8

3
5
.7

6
4
.8

9
3
.4

8
5
.1

1
.0

9
.0

0
.8

0
.3

0
.0

0
.0

8
3

4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

、
賛

否
を

明
ら

か
に

し
た

り
、

問
題

点
を

指
摘

し
た

り
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
5
.6

6
.8

3
7
.6

7
9
.3

9
5
.2

9
6
.6

2
0
.2

6
8
.4

3
8
.4

9
.6

2
.2

0
.0

9
3

5
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
構

成
や

表
現

の
活

用
の

仕
方

（
叙

述
に

関
す

る
表

現
全

般
）

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
6
.9

0
.8

2
3
.2

7
2
.1

9
0
.3

9
3
.9

2
2
.7

8
2
.0

4
7
.3

7
.4

2
.6

0
.0

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
描

写
の

効
果

を
考

え
、

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
6
.1

2
0
.3

4
9
.2

7
2
.3

8
9
.0

1
0
0
.0

0
.9

1
2
.0

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.5

2
4
.1

6
5
.6

8
5
.2

9
5
.6

9
5
.3

1
.2

1
4
.3

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

知
識

や
体

験
と

関
連

付
け

、
自

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
知

識
や

体
験

を
基

に
し

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

3
7
.9

3
.0

1
5
.4

4
2
.7

8
1
.1

6
2
.2

2
0
.6

6
8
.4

3
7
.9

1
0
.2

1
.3

5
.4

1
3

4
4

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
表

現
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
4
.7

4
.5

3
7
.8

7
9
.9

8
9
.9

9
0
.5

2
2
.9

8
2
.0

4
3
.5

9
.1

5
.7

3
.4

1
4

5
1

立
場

、
事

実
や

事
柄

を
明

確
に

し
て

文
章

の
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
接

続
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
4
.3

5
2
.6

9
2
.6

9
9
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
.8

1
8
.0

2
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

5
2

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

語
句

や
文

の
使

い
方

、
段

落
相

互
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

6
5
.5

4
.5

4
6
.5

7
5
.5

9
1
.2

9
2
.6

1
1
.2

6
9
.2

1
8
.8

2
.3

0
.9

2
.0

1
6

5
3

意
見

を
述

べ
た

り
、

助
言

し
た

り
し

て
、

自
分

の
考

え
を

広
げ

る
こ

と
文

章
の

構
成

や
材

料
の

活
用

の
仕

方
な

ど
に

つ
い

て
助

言
す

る
観

点
を

示
し

て
、

助
言

す
る

内
容

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
0
.1

2
.3

3
3
.2

7
3
.1

9
1
.2

8
8
.5

2
1
.1

8
0
.5

3
7
.8

9
.5

3
.1

4
.1

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
6
4
.1

1
7
.5

4
5
.9

7
1
.8

8
8
.3

9
2
.8

9
5
6
.3

6
5
.1

2
4
.5

5
1
.1

6
9
.8

8
6
.0

9
5
.7

7
4
3
.8

6
2
.8

8
.5

3
9
.1

7
4
.3

9
1
.3

8
9
.0

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
8
.4

3
5
.0

6
9
.1

8
3
.9

9
6
.0

9
2
.2

3
1
8
.8

3
7
3
.3

1
9
.8

5
7
.4

8
2
.5

9
4
.1

9
3
.7

9
5
6
.3

4
6
2
.2

1
3
.8

4
0
.7

7
1
.3

9
0
.2

9
1
.0

2
1
2
.5

5
4
4
.5

1
3
.2

2
8
.4

4
5
.9

6
3
.2

1
0
0
.0

4
2
5
.0

A
6
1
.5

2
4
.1

4
8
.8

6
4
.9

7
9
.6

9
6
.1

5
3
1
.3

B
6
2
.8

1
4
.4

3
9
.7

7
2
.3

9
1
.2

9
4
.2

4
2
5
.0

C
6
1
.5

1
3
.0

4
2
.0

7
0
.0

8
8
.9

8
7
.0

3
1
8
.8

D
7
3
.3

1
9
.8

5
7
.4

8
2
.5

9
4
.1

9
3
.7

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

6
.4

%
2
8
.9

%
4
6
.5

%
1
1
.0

%
7
.2

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

1
6
.3

6
3
7
.5

7
4
3
.8

2
1
2
.5

7
4
3
.8

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.4

%

2
8
.9

%

4
6
.5

%

1
1
.0

%

7
.2

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
単
語
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
2）

 
基
礎

C 
26
.7
％
】
 

次
の
文
の
ー
線
部
の
品
詞
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

 
さ
い
。

 
・
妹
が
き
れ
い
な
花
を
見
た
が
っ
た
の
で
、
一
緒
に
植
物
園
に
行
っ
た
。

 
（
正
答
）
 
①

 ウ
（
形
容
動
詞
）
 
 
②

 オ
（
助
動
詞
）
 
 
③

 ア
（
動
詞
）
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

26
.7
％
で
あ
り
、
段
階
別
に
み
る
と

R1
＝
6.
8％

、
R2
＝
10
.1
％
、
R3
＝

24
.5
％
、
R4
＝
44
.1
％
、
R5
＝
10
0％

で
あ
っ
た
。
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問
と
比
べ
て

R1
・
2
の
通

過
率
が
低
い
。
さ
ら
に
、
R4

で
も
半
数
以
上
が
誤
答
で
あ
る
。
こ
の
設
問
は
完
答
で
正
解
と
な
る

が
、
解
答
の
類
型
は
、
①
(形

容
動
詞
)の

み
の
正
解
が

1.
5％

、
②
(助

動
詞
)の

み
の
正
解
が

3.
5％

、
③
(動

詞
)の

み
の
正
解
が

23
.8
％
で
あ
る
。
①
（
形
容
動
詞
）
だ
け
の
誤
答
が

28
.0
％
で

あ
る
。
無
答
率
は
全
体
で

0.
8％

と
、
他
の
設
問
と
比
べ
て
低
い
が
、
R1

の
無
答
率
は

4.
5％

で
あ

る
。
R4
・
5
に
無
答
は
な
い
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
基
礎

C
に
か
か
わ
ら
ず
、
単
語
の
活
用
に
関
す
る
設
問
の
通
過
率
が
低
か

っ
た
。
R4

以
下
の
通
過
率
は

50
％
を
下
回
り
、
昨
年
度
よ
り
更
に
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
完

答
の
た
め
、
一
つ
で
も
間
違
え
る
と
誤
答
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
難
し
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

単
語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
R5

の
通
過
率
が

10
0％

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
基
礎
的
な
知
識
の
定
着
不
足
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

解
答
の
類
型
を
見
る
と
、
他
の
品
詞
に
比
べ
「
動
詞
」
に
つ
い
て
の
理
解
が
あ
る
程
度
で
き
て
い

る
が
、「

形
容
動
詞
」
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
用
言
の
中
で
も
「
形

容
動
詞
」
は
他
の
品
詞
と
の
区
別
が
難
し
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
助
動
詞
に
関
し
て
も
、

こ
の
調
査
の
時
点
で
定
着
が
不
十
分
な
生
徒
が
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
と
助
動
詞
を
学
習
す
る
際
に
、「

活
用
す
る
単
語
」
と
い

う
共
通
点
を
意
識
さ
せ
、
活
用
の
仕
方
、
接
続
な
ど
、
相
互
に
関
連
付
け
な
が
ら
指
導
す
る
。

さ
ら
に
、
他
の
品
詞
と
の
区
別
を
含
め
、
形
容
動
詞
の
学
習
に
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
習
は
、
中
学
校

2
学
年
時
に
は
終
了
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
（
2）

な
る
べ
く
多
く
の
練
習
問
題
に
取
り
組
み
、
活
用
の
仕
方
や
問
い
の
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
さ
せ
る
。

時
間
を
計
っ
て
解
く
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
競
わ
せ
る
な
ど
の
活
動
も
取
り
入
れ
て
い
く
と
よ

い
。
 

（
3）

既
習
の
教
材
文
を
利
用
し
て
品
詞
分
解
を
行
い
、
文
の
中
で
の
役
割
を
意
識
さ
せ
る
。
 

【
例
示
の
効
果
を
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
こ
と
 
 
大
問

3（
3）

 
基
礎

B 
58
.0
％
】
 

筆
者
が

８
段
落
で
挙
げ
た
例
は
、
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切

な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い

 
（
正
答
）
ア
 
日
本
の
音
曲
に
お
け
る
時
間
的
な
間
は
、
頻
繁
に
、
ま
た
長
く
存
在
す
る
こ
と
も

 
珍
し
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
音
曲
が
成
立
す
る
も
の
だ
と
示
し
て
い
る
。
 

 ■
 
結
果
 

 
 
全
体
の
通
過
率
は

58
.0
％
で
あ
り
、
R1
＝
18
.8
％
、
R2
＝
35
.7
％
と
、
他
の
基
礎

B・
C
の
設
問

よ
り
も
通
過
率
が
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
誤
答
と
し
て
は
、「

ウ
 
日
本
の
音
曲
に
お
け
る
時
間
的

な
間
は
、
自
然
の
風
景
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
空
間
的
な
間
と
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
証
明
し
て

い
る
。」

が
最
も
多
く
、
25
.7
％
と
な
っ
て
い
る
。
無
答
率
は
全
体
で

1.
5％

で
あ
り
、
R4
・
5
に
無

答
は
な
か
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
 
例
示
の
効
果
を
示
す
設
問
に
関
し
て
、
平
成

28
年
度
の
全
体
の
通
過
率
は

65
.3
％
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
度
は

60
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

昨
年
度
の
設
問
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
。」

と
い
う
問
い
方
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
今
年
度
の
設
問
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
か
。」

と
い
う

問
い
方
に
変
化
し
て
い
る
。
異
個
体
の
比
較
で
あ
る
た
め
に
慎
重
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

今
年
度
は
「
文
章
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
言
葉
を
深
く
捉
え
過
ぎ
た
結
果
、

誤
答
と
し
て
ウ
を
選
ん
だ
割
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

選
択
肢
ウ
は
「
自
然
の
風
景
」
や
「
空
間
的
な
間
と
も
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
他
の
段
落
と
の
繋

が
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

8
段
落
の
「
文
章
全
体
の
中
の
働

き
」
は
何
か
と
考
え
た
場
合
、
他
の
段
落
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
ウ
が
解
答
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

捉
え
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
授
業
改
善
 

（
1）

説
明
文
の
中
で
、
段
落
の
役
割
を
常
に
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
際
も
単
純
に
段
落
の
役
割
を
確
認

さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
段
落
を
自
分
た
ち
で
要
約
す
る
作
業
や
、
そ
れ
を
発
表
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
通
し
て
具
体
的
に
役
割
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

 
（
2）

R1
・
2
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
課
題
調
査
や
定
期
考
査
の
み
な
ら
ず
、
普
段
の

授
業
内
の
発
問
に
お
い
て
も
、
問
題
を
素
直
に
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
、
個
別

指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
問
題
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
ら
れ
ず
一
人
で
戸
惑
う
場
面
も

多
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ
活
動
等
を
ね
ら
い
に
合
わ
せ
て
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
対
話
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
互
い
に
学
び
合
え
る
よ
う
に
す
る
。
 

- 53 - 

Ⅲ-1 国語科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：新学習指導要領を踏まえた一貫性のある国語教育     
 

○各校種・学年の考察においては、本調査の目的の一つである「特定の内容でのつまず

き、学び残しの解消を重点とする」という考えの下、基礎的・基本的な知識及び技能

（設問レベル C・B）を趣旨とする設問を中心としながら、関連する観点を取り上げ、

改善方策をまとめてある。 

◯他方、知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

その他能力（設問レベル A・S）の育成については、下記を例とし、今後の「学びの

課題探究化／個別化／協同化の効果的融合」の展開を踏まえ、主体的・対話的で深い

学びの実現を図る。全ての学習の基盤となる言語能力を向上させるために、従前から

取り組まれているように国語がその中心的役割を担い、各単元においてどんな言語能

力を育てるのかを明確にした指導が求められる。例えば、他教科等における「観察・

調査活動(社会科)」「算数・数学的活動(算数・数学科)」「問題解決活動(理科)」

「コミュニケーション活動(外国語)」などの言語活動と関連を図り、義務教育終了段

階を見据えた学習指導の改善が必要である。 

 

表 義務教育 9 年間を通じた「書くこと」領域における「交流」の【系統性】 

小学校 中学校 

第 1・2 学年 第 3・4 学年 第 5・6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

オ 書いたもの

を読み合い、

よいところを

見付けて感想

を伝え合うこ

と 

カ 書いたもの

を発表し合

い、書き手の

考えの明確さ

などについて

意見を述べ合

うこと。 

カ 書いたもの

を発表し合

い、表現の仕

方に着目して

助言し合うこ

と。 

オ 書いた文章

を互いに読み

合い、題材の

捉え方や材料

の用い方、根

拠の明確さな

どについて意

見を述べた

り、自分の表

現の参考にし

たりするこ

と。 

オ 書いた文章

を互いに読み

合い、文章の

構成や材料の

活用の仕方な

どについて意

見を述べたり

助言をしたり

して自分の考

えを拡げるこ

と。 

エ 書いた文章を

互いに読み合

い、論理の展開

の仕方や表現の

仕方などについ

て評価して自分

の表現に役立て

るとともに、も

のの見方や考え

方を深めるこ

と。 

  

○新学習指導要領の検討過程において、中央教育審議会における教育課程部会国語ワー

キンググループからも、小・中学校ともに判断の根拠や理由を示しながら自分の考え

を述べることについて課題が指摘されている。平成 29 年度調査結果も同様である。 

◯思考力・判断力・表現力等は、校種を超えた【協働】の下、義務教育 9 年間を通じた

目標・内容の【系統性】を構造的に理解し、【連続性】を確保した言語活動を段階

的・螺旋的に積み上げることで育成されていく。基礎・基本となる知識や技能もまた、

そのものの反復のみならず、活用を通じてこそ確実な習得がなされる。 

○根拠や理由を明確にして自分の考えを書くためには、自分の考えと事実や理由を整理

し、図やグラフ等の必要な情報と関連付けて書く力が必要不可欠となる。 

◯そのうえで、発達段階に応じた交流の目的を学習者自身が自覚し、相互に読む視点を

明確にした交流活動を積み重ねることで学習方法の連続性が保たれる。こうした不断

の授業改善が、「正解」を求める思考に加えて、児童・生徒が「解なき問い」へ向か

う力を育むことにつながっていく。 
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